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自分の読み方を探すための外国文学講座
2025年度 第 1 回市民公開講座

翻
訳
で
読
ま
ず
原
文
で
読
ん
で

い
る
理
由
を
提
示
し
、
原
文
で

読
む
こ
と
の
重
要
性
を
伝
え
た
。

ま
た
、「
原
文
を
読
ん
だ
お
も
し

ろ
さ
を
人
に
伝
え
る
た
め
、
自

分
で
翻
訳
を
し
て
み
よ
う
」
と

思
い
立
ち
、
邦
訳
の
な
い
書
籍

を
訳
し
出
版
す
る
と
い
う
文
学

と
の
関
わ
り
方
を
話
し
た
。

　

講
演
後
は
参
加
者
と
の
質
疑

応
答
が
行
わ
れ
、「
作
家
は
自
分

の
作
品
の
読
者
に
な
り
得
る
か
」

「
Ａ
Ｉ
作
品
は
評
論
さ
れ
る
か
」

と
い
っ
た
活
発
な
議
論
が
繰
り

広
げ
ら
れ
た
。

外
国
文
学
を
紹
介
し
た
。

　

次
に
、
１
時
間
半
ほ
ど
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
た
。
こ

の
講
座
に
参
加
す
る
に
あ
た
り
、

参
加
者
は
自
分
の
お
気
に
入
り

の
外
国
文
学
を
１
冊
持
参
し
て

い
る
。
参
加
者
は
３
、４
名
の
グ

ル
ー
プ
に
な
り
、
前
半
は
各
自
が

自
分
の
好
き
な
文
学
や
、
文
学
の

楽
し
み
方
を
自
由
に
語
る
時
間
。

後
半
は
意
見
交
換
を
す
る
時
間

と
な
っ
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
最
後
に
は
各
グ
ル
ー
プ
の
代

表
者
が
発
表
を
行
い
、
持
ち
寄
っ

た
本
の
紹
介
や
盛
り
上
が
っ
た

話
題
に
つ
い
て
話
し
た
。
参
加

者
は
原
書
読
解
の
経
験
や
多
様

な
読
み
方
を
通
し
て
、
外
国
文

学
の
楽
し
み
方
を
共
有
し
て
い

た
。
休
憩
時
間
に
は
本
を
介
し

て
交
流
を
行
う
な
ど
、
互
い
の

興
味
が
尽
き
な
い
様
子
だ
っ
た
。

文
学
研
究
っ
て
何
で
す
か
？

　

そ
の
後
「
文
学
﹃
研
究
﹄
と
わ

　2025 年度第 1 回市民公開講座が 7 月 12 日、8 号館 3 階 B32 教室で開催された。
　自分の好きな文学、他の人はどう読んでいるか、大学ではどう読み方を教えているか、プ
ロの研究者はどんな楽しみ方をしているか。外国文学の楽しみ方について語りあいながら、
新しい読み方を探す。本学人文学部の小松かおり教授が進行し、ワークショップ、同・森川
慎也教授による講演が行われ、本好きの参加者が大いに盛り上がる会となった。

た
し
の
贅
沢
な
楽
し
み
方
」
と
し

て
森
川
先
生
の
講
演
が
行
わ
れ

た
。
森
川
先
生
は
文
学
研
究
者
の

手
法
に
つ
い
て
言
及
。
文
学
研
究

は
作
品
の
言
葉
や
約
束
事
を
根

拠
に
、
他
者
の
解
釈
を
踏
ま
え
つ

つ
自
分
の
解
釈
を
提
示
し
説
得

す
る
、
競
争
的
な
活
動
で
あ
る
と

し
た
。
競
争
は
文
学
の
読
み
方
の

幅
を
広
げ
、
世
界
を
見
る
視
野
の

拡
大
に
も
繋
が
る
と
語
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ

ロ
の
書
籍
﹃
わ
た
し
を
離
さ
な

い
で
﹄
を
も
と
に
、
自
身
の
研

究
の
実
践
例
を
ユ
ー
モ
ア
を
交

え
な
が
ら
紹
介
。
外
国
文
学
を

そ
も
そ
も
文
学
教
育
と
は

　

は
じ
め
に
人
文
学
部
長
の
森

川
先
生
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、
小

松
先
生
か
ら
趣
旨
説
明
が
さ
れ

た
。
小
松
先
生
は
授
業
で
学
生

の
読
書
レ
ポ
ー
ト
を
読
む
際
に

「
良
い
文
学
の
読
み
方
と
は
？
」

「
そ
も
そ
も
文
学
っ
て
何
を
学
ぶ

も
の
？
」
と
考
え
る
よ
う
に
な

り
、
本
の
楽
し
み
方
を
も
う
少

し
広
げ
て
み
よ
う
と
こ
の
講
座

を
企
画
し
た
と
話
し
た
。
自
身

が
人
類
学
者
に
な
る
き
っ
か
け

に
な
っ
た
本
や
、
研
究
者
と
な
っ

て
か
ら
興
味
を
持
っ
た
ア
フ
リ

カ
文
学
、
移
民
文
学
と
い
っ
たワークショップの様子

人文学部　森川慎也教授

最後に参加者と集合写真 左から館田晶子教授、北原博教授

法学部　髙橋義彦教授

　
「
第
63
回
法
学
部
カ
フ
ェ
」
が
６
月
28
日
、
紀
伊
國
屋
書
店
札
幌
本

店
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
書
籍　
﹃
ウ
ィ
ー
ン
１
９
３
８

年　

最
後
の
日
々
―
―
オ
ー
ス
ト
リ
ア
併
合
と
芸
術
都
市
の
抵
抗
﹄

（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
）
で
、２
０
２
４
年
度
芸
術
選
奨
（
評
論
部
門
）

文
部
科
学
大
臣
新
人
賞
を
受
賞
し
た
本
学
法
学
部
・
髙
橋
義
彦
教
授
が

話
し
手
と
な
り
、
受
賞
と
連
動
し
た
企
画
と
な
っ
て
い
る
。

　

司
会
の
館
田
晶
子
教
授
、
聞
き
手
の
北
原
博
教
授
と
と
も
に
、
活
発

な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

　

書
籍
は
、
１
９
３
８
年
３
月
ナ

チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
よ
る
オ
ー
ス

ト
リ
ア
併
合
「
ア
ン
シ
ュ
ル
ス
」

が
主
題
。
は
じ
め
に
髙
橋
先
生

か
ら
書
籍
内
容
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

第
１
章
は
ア
ン
シ
ュ
ル
ス
時

代
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
首
相
ク
ル

ト
・
シ
ュ
シ
ュ
ニ
ク
の
人
と
な

り
や
、
芸
術
文
化
人
と
の
関
わ

り
、
ド
イ
ツ
首
相
ア
ド
ル
フ
・

ヒ
ト
ラ
ー
と
の
会
談
と
い
っ
た

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
第
２
章
は
ア
ン
シ
ュ
ル
ス

前
の
文
化
状
況
に
つ
い
て
、
音

楽
家
の
ブ
ル
ー
ノ
・
ワ
ル
タ
ー
、

作
家
の
フ
ラ
ン
ツ
・
ヴ
ェ
ル
フ
ェ

ル
と
ア
ル
マ
・
マ
ー
ラ
ー
=
ヴ
ェ

ル
フ
ェ
ル
夫
妻
、
作
家
の
エ
リ

ア
ス
・
カ
ネ
ッ
テ
ィ
を
通
し
て

描
い
て
い
る
。
第
３
章
は
「
オ
ー

ス
ト
リ
ア
の
一
番
長
い
日
」
と

題
し
て
、
１
９
３
８
年
３
月
11

日
か
ら
12
日
に
刻
々
と
変
わ
る

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
様
子
を
時
系

列
で
記
載
し
て
い
る
。
第
４
章

で
は
ヒ
ト
ラ
ー
の
若
年
期
の
挫

折
、
ア
ン
シ
ュ
ル
ス
を
歓
迎
す

る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
民
、

ユ
ダ
ヤ
人
迫
害
の
様
子

が
書
か
れ
、
第
５
章
の

フ
ロ
イ
ト
一
家
、
ウ
ィ

ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
一

族
、
ヴ
ェ
ル
フ
ェ
ル
夫

妻
の
ヒ
ト
ラ
ー
支
配
下

で
の
動
き
へ
と
進
展
し
、

敗
戦
前
後
の
終
章
で
完

結
す
る
。

　

続
い
て
、
３
人
の
先

生
に
よ
る
意
見
交
換
が

行
わ
れ
た
。
ド
イ
ツ
文

学
を
専
門
と
す
る
北
原

先
生
は
「
髙
橋
先
生
の

ご
専
門
が
政
治
思
想
史

な
の
で
哲
学
的
な
内
容
か
と
想

像
し
て
い
た
が
、
様
々
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
用
い
な
が
ら
ま
る
で

物
語
を
読
ん
で
い
る
よ
う
に
生

き
生
き
と
、
非
常
に
見
事
に
群

像
劇
を
描
き
出
し
て
い
る
」
と

文
学
的
観
点
か
ら
書
籍
の
感
想

を
述
べ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
サ

ロ
ン
文
化
が
政
治
に
大
き
く
影

響
を
与
え
て
い
く
様
子
に
つ
い

て
館
田
先
生
か
ら
お
話

が
あ
る
と
、
北
原
先
生

は
、
文
学
サ
ロ
ン
な
ど
、

そ
こ
か
ら
世
に
出
さ
れ

て
い
く
文
学
が
集
ま
る

サ
ロ
ン
も
あ
る
と
い
う

紹
介
が
さ
れ
た
。

　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
文
化

と
ド
イ
ツ
文
化
の
違
い

や
類
似
し
て
い
る
点
に

話
が
及
ぶ
と
、
髙
橋
先

生
は
「
も
と
も
と
オ
ー

ス
ト
リ
ア
は
ハ
プ
ス
ブ

ル
ク
帝
国
の
一
部
で
、

多
民
族
で
あ
っ
た
が
大

戦
で
崩
壊
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
国
に
分
か
れ
た
。
文
化
の

違
い
は
区
分
け
が
難
し
い
領
域

な
の
で
は
な
い
か
」
と
話
し
、

北
原
先
生
も
「
ひ
と
つ
の
国
で

共
に
過
ご
し
て
い
た
多
民
族
が

あ
る
日
突
然
国
で
分
か
れ
て
し

ま
っ
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
文
化

と
い
う
も
の
を
意
識
し
た
の
も

そ
も
そ
も
最
近
な
の
で
は
な
い

か
」
と
返
答
し
た
。
ナ
チ
ス
に

よ
る
ア
ン
シ
ュ
ル
ス
は
オ
ー
ス

ト
リ
ア
内
部
で
歓
迎
と
抵
抗
の

感
情
を
生
み
、
戦
後
の
オ
ー
ス

ト
リ
ア
は
被
害
者
意
識
と
共
犯

問
題
の
間
で
揺
れ
動
い
た
。
ナ

チ
ス
時
代
の
歴
史
問
題
は
依
然

と
し
て
未
解
決
の
課
題
で
あ
る
。

　

最
後
に
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、

会
場
か
ら
は
テ
ー
マ
を
深
掘
り

す
る
熱
心
な
質
問
が
投
げ
か
け

ら
れ
た
。

法
学
部
カ
フ
ェ

アンシュルス前後の
オーストリアの記憶を描く

抜
か
ら
実
行
し
ま
す
。

　

入
試
を
取
り
巻
く
全
国
的
な
状
況

と
し
て
、
国
公
立
大
・
私
立
大
と
も

総
合
型
選
抜
等
の
年
内
入
試
に
よ
る

入
学
者
が
年
々
増
加
し
て
お
り
、
国

公
立
大
で
２
割
、
私
立
大
で
は
６
割

を
超
え
る
状
況
で
す
。
こ
の
よ
う
な

状
況
の
変
化
と
将
来
を
見
据
え
て
、

本
学
に
お
い
て
も
、
経
済
学
部
・
人

文
学
部
・
工
学
部
の
３
学
部
が
先
行

し
て
、「
総
合
型
選
抜
」
を
導
入
し

ま
す
。
こ
れ
が
、
入
試
制
度
改
革
の

一
本
目
の
柱
で
す
。

　

二
本
目
の
柱
は
、
一
般
選
抜

の
大
幅
な
制
度
改
革
で
あ
り
、

４
日
間
で
実
施
し
て
い
た
既
存

の
一
般
選
抜
方
式
を
、
２
日
間

で
実
施
す
る
「
統
一
型
一
般
選

抜
」
方
式
に
変
更
し
ま
す
。
既

存
の
一
般
選
抜
で
は
、
同
一
試

験
日
に
お
い
て
、
学
部
・
学
科
・

コ
ー
ス
間
な
ら
び
に
１
・
２
部

間
の
「
併
願
」
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
こ
の
統
一
型
一
般

選
抜
で
は
、
文
系
学
部
・
工
学

部
そ
れ
ぞ
れ
で
統
一
の
問
題
を

利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
１
日

最
大
11
併
願
が
可
能
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
併
願
数
の
増
加

に
合
わ
せ
て
、
入
学
検
定
料

の
割
引
制
度
を
大
幅
に
充
実
さ
せ
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、
受
験
生
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
最
大
限
応
援
す
る
入
試
制

度
改
革
で
す
。

　

入
試
に
か
か
わ
る
様
々
な
取
り
組

み
と
並
行
し
て
、
こ
の
よ
う
な
入
試

制
度
改
革
を
検
討
・
実
現
す
る
こ
と

は
、か
な
り
の
困
難
を
伴
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
時
に
は
関
係
各
位
に
対
し

て
、
改
革
に
伴
う
「
痛
み
」
を
感
じ

さ
せ
て
し
ま
い
、
心
苦
し
さ
を
感
じ

る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
大
き
な
壁
に
直
面
す
る
度
に
、

素
晴
ら
し
い
「
仲
間
」
が
い
つ
も
必

ず
支
え
て
く
れ
ま
し
た
。
信
念
を
共

有
し
、
共
に
力
を
合
わ
せ
、
乗
り
越

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。改
め
て
、

歴
代
の
入
試
委
員
・
入
試
制
度
委
員
・

出
題
者
各
位
・
入
試
課
ス
タ
ッ
フ
を

は
じ
め
、
ご
協
力
を
頂
い
た
全
て
の

「
仲
間
」
に
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。
共
に
歩
め
た
こ
と
を
、

誇
り
に
思
い
ま
す
。

　

入
試
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ

を
増
し
続
け
て
い
ま
す
。
仲
間
と
力

を
合
わ
せ
て
、
残
り
の
半
年
間
で
、

２
つ
の
入
試
制
度
改
革
を
着
実
に

「
実
行
」し
て
い
き
ま
す
。引
き
続
き
、

お
力
添
え
の
ほ
ど
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
新
入
試
Ｗ
Ｅ
Ｂ

https://404.
hgu.jp/exam

ination/
newexam/

　

入
試
部
長
、
最
後
の
１
年
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
３
年
を
振
り

返
る
と
、と
に
か
く
素
晴
ら
し
い「
仲

間
」
に
恵
ま
れ
た
、
の
一
言
に

尽
き
ま
す
。

　

そ
の
仲
間
と
と
も
に
、
力

を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
だ
成

果
と
し
て
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
（
Ｏ
Ｃ
）
来
場
者
数

は
、
２
０
２
３
年
度
選
抜
:

３
３
７
６
名
、
２
０
２
４

年
度
選
抜
:
５
０
２
３

名
、
２
０
２
５
年
度
選
抜
:

５
８
９
０
名
（
新
た
に
導
入
し

た
冬
Ｏ
Ｃ
を
含
む
）
と
な
り
、

過
去
３
ヵ
年
で
１
７
４
・
５
％

と
な
り
ま
し
た
。
総
志
願
者

数
も
、
２
０
２
３
年
度
選

抜
:
７
４
０
９
名
、
２
０
２
４

年
度
選
抜
:
７
４
９
７

名
、
２
０
２
５
年
度
選
抜
:

８
１
５
９
名
と
な
り
、
過
去
３
ヵ

年
で
１
０
８
・
８
％
と
な
り
ま
し
た
。

少
子
化
の
影
響
で
他
の
道
内
私
立
大

学
が
軒
並
み
志
願
者
を
大
幅
に
減
少

さ
せ
る
状
況
下
に
あ
っ
て
も
、
こ
の

３
年
間
に
お
け
る
本
学
の
入
試
の
各

種
取
り
組
み
は
、
着
実
に
成
果
を
上

げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
と
並
行
し

て
、
仲
間
と
一
致
団
結
し
て
、
２
つ

の
大
き
な
入
試
制
度
改
革
を
推
進
で

き
ま
し
た
。
こ
の
改
革
は
、
今
年
度

実
施
す
る
２
０
２
６
年
度
入
学
者
選

入
試
部
長
・
工
学
部
教
授

鈴す
ず

木き

聡そ
う

士し

３学部が「総合型選抜」導入、一般選抜は「統一型」へ

全国的な状況の変化と将来を見据えて

入試制度改革実施入試制度改革実施入試制度改革実施2026年度
より

総
合
型
選
抜

Point 1

意欲・適性・能力等を総合的
に評価

Point 2

２段階選抜方式
● １次選考は書類審査
● ２次選考はグループディスカッション・プレゼンテーション・口頭試問等

統
一
型
一
般
選
抜

Point 1

試験日程が４日間
→２日間（A・B 日程）に短縮

Point 2

１日最大 11 併願が可能に
● 併願数に制限なし
● １・２部両方に出願可能
●   A・B日程の両方で同じ学部・学科・

コースに出願可能
●  工学部（Ａ日程）は共通テスト１科

目を利用する「併用型」を導入

Point 3

入学検定料の割引制度が充実
●  併願割引：１出願目は 30,000 円、

２出願目以降は半額
●  １・２部割引：同一学科（学部）の１・

２部を出願した場合、10,000 円
の割引

●  A・B 日程割引：両日程に出願し
た場合、検定料合計から10,000
円の割引
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高
等
学
校
と
大
学
を
接
続
し
た
教

育
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
、
改
め
て

指
摘
す
る
ま
で
も
な
い
が
、
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
連
携
や
生
徒
・
学
生
個
人
の
学

習
を
引
き
継
い
だ
接
続
教
育
は
、
そ
の

実
施
が
困
難
で
あ
る
。
本
研
究
で
は
、

学
校
法
人
北
海
学
園
の
４
校
（
北
海
学

園
大
学
、
北
海
商
科
大
学
、
北
海
高
等

学
校
、
北
海
学
園
札
幌
高
等
学
校
）
を

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
、（
１
）
外
国
語

教
育
（
英
語
・
韓
国
語
）、（
２
）
留
学

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
含
め
た
多
文
化
共
生

の
た
め
の
国
際
理
解
教
育
の
高
大
接

続
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
調
査
お
よ

び
実
践
を
行
っ
た
。

　
（
１
）
外
国
語
教
育
に
関
し
て
は
、

ま
ず
、
英
語
科
目
を
対
象
と
し
て
高

校
、
大
学
相
互
の
授
業
見
学
、
観
察
と

研
究
協
議
を
行
っ
た
。
ま
た
、
大
学
併

設
の
高
等
学
校
を
設
置
す
る
広
島
修

道
大
学
、
近
畿
大
学
、
東
北
学
院
大

学
、
目
白
大
学
に
お
い
て
視
察
調
査
を

行
っ
た
。
加
え
て
、
複
数
の
高
等
学
校

と
英
語
教
育
に
関
す
る
締
結
を
結
ん

で
い
る
神
田
外
語
大
学
に
お
い
て
視

察
調
査
を
行
っ
た
。

　

高
大
を
接
続
し
た
英
語
教
育
の

実
践
に
向
け
て
は
、
研
究
代
表
者

が
こ
れ
ま
で
開
発
、
運
用
し
て
き

た
英
語
学
習
電
子
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

Lexinote
に
機
能
追
加
を
行
な
っ

た
。Lexinote
は
、学
習
者
が
学
習
、

使
用
し
た
語
彙
項
目
を
蓄
積
、
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
表
示
す
る
こ
と
で
メ
タ
認

知
方
略
使
用
を
促
し
、
自
律
継
続
的

な
学
習
を
支
援
す
る
ウ
ェ
ブ
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
追
加
し
た
機
能

は
、
①
教
師
が
学
習
目
標
語
彙
項
目
を

カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
て
学
習
者
に
提
示
、

学
習
を
促
す
課
題
語
彙
学
習
機
能
、
②

YouTube
®

上
の
動
画
か
ら
字
幕
を

取
得
し
、
学
習
者
が
学
習
対
象
と
す
る

語
彙
項
目
を
選
択
、
例
文
情
報
を
検

索
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
蓄
積
、
学
習

す
る
動
画
学
習
機
能
で
あ
る
。
課
題
語

彙
学
習
機
能
は
、
学
習
者
が
音
声
認
識

技
術
を
用
い
て
発
声
し
な
が
ら
の
学

習
も
で
き
る
よ
う
、
高
校
生
に
も
学
習

し
や
す
い
形
式
を
取
り
入
れ
た
。
動
画

学
習
機
能
で
は
、
動
画
字
幕
に
あ
る
任

意
の
語
彙
項
目
に
つ
い
て
、
例
文
サ
イ

ト
か
ら
例
文
情
報
を
取
得
し
、
多
様
な

例
文
を
用
い
て
学
習
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
っ
た
。
今
後
、
高
校
生
を
対
象

と
し
て
、
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
た
実
証

調
査
を
予
定
し
て
い
る
。

　
（
２
）
国
際
理
解
教
育
の
高
大
接
続

に
お
い
て
は
、
ま
ず
、
２
０
２
３
年
度

に
、
４
校
で
実
施
さ
れ
る
留
学
プ
ロ
グ

ラ
ム
お
よ
び
海
外
渡
航
経
験
を
持
つ

生
徒
、
学
生
に
よ
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開

催
し
、
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
接
続
と
在

り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行
な
っ
た
。
ま

た
、
北
海
学
園
札
幌
高
校
に
在
籍
す
る

１
―
２
年
生
、
７
７
０
名
を
対
象
と
し

て
留
学
、
海
外
渡
航
に
関
す
る
意
識
調

査
を
行
い
、
高
校
生
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま

え
た
大
学
で
の
留
学
、
国
際
理
解
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
在
り
方
を
検
討
し

た
。
さ
ら
に
、
２
０
２
３
年
度
に
は

米
国
オ
レ
ゴ
ン
州
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
州

立
大
学
、
韓
国
全
羅
南
道
、
順
天
大
学

に
お
い
て
、
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す

る
視
察
調
査
を
行
な
っ
た
。
ポ
ー
ト
ラ

ン
ド
州
立
大
学
と
は
、
北
海
学
園
大
学

が
２
０
２
３
年
12
月
に
交
流
覚
書
を

交
わ
し
、
２
０
２
４
年
度
に
は
、
人
文

学
部
英
米
文
化
特
別
演
習
が
実
施
さ

れ
て
い
る
。
同
大
学
は
、
北
海
学
園
札

幌
高
校
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ー
ス
の
短
期

研
修
実
施
先
で
も
あ
り
、
現
在
、
北

海
学
園
大
学
に
お
い
て
検
討
さ
れ
て

い
る
長
期
の
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実

現
で
き
れ
ば
、
継
続
し
た
留
学
支
援
が

可
能
と
な
る
。
順
天
大
学
と
は
、
北
海

商
科
大
学
が
２
０
２
５
年
１
月
に
交

流
覚
書
を
交
わ
し
、
交
流
授
業
な
ど
が

行
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
２
０
２
４
年

度
に
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ク
ア
ラ
ル
ン

プ
ー
ル
市
に
位
置
す
る
ア
ジ
ア
・
パ
シ

フ
ィ
ッ
ク
大
学
に
お
い
て
、
高
等
学
校

か
ら
の
進
学
、
大
学
生
を
対
象
と
し
た

留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
可
能
性
に
関
す

る
視
察
調
査
を
行
な
っ
た
。
高
大
を
接

続
し
た
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
、
国

際
理
解
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
高
校
生
、
大
学
生
が
共
に
参
加

で
き
る
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
な
ど
を
通

し
て
調
査
を
継
続
す
る
予
定
で
あ
る
。

北
海
道
旭
川
市
出
身
。
北
海
道
教
育
大
学
旭
川
校
卒
業
。
北
海
道
大
学
大
学
院
国
際
広
報
メ

デ
ィ
ア
研
究
科
修
士
課
程
、
博
士
課
程
修
了
、
博
士
（
国
際
広
報
メ
デ
ィ
ア
）。
北
海
道
士
別

商
業
高
等
学
校
、札
幌
南
陵
高
等
学
校
教
諭
、北
海
道
情
報
大
学
経
営
情
報
学
部
講
師
を
経
て
、

２
０
１
１
年
よ
り
北
海
学
園
大
学
人
文
学
部
講
師
、
准
教
授
、
現
職
。
専
門
は
英
語
教
育
（
個

人
差
、
語
彙
、
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｌ
）。

高
・
大
生
が
学
習
し
や
す
い
環
境
へ

北海学園学術研究助成事業報告34

高大接続の充実に向けた外国語教育・
国際理解教育・留学プログラムの研究

研究
課題

人文学部教授  田
た

中
なか

洋
ひろ

也
や

東アフリカの歴史的建築物とSDG’s

　

東
ア
フ
リ
カ
の
タ
ン
ザ
ニ

ア
連
合
共
和
国
ザ
ン
ジ
バ
ル

島
に
あ
る
「
ス
ト
ー
ン
・
タ

ウ
ン
」
を
ご
存
じ
で
す
か
。

街
全
体
が
歴
史
的
建
築
物
と

し
て
２
０
０
０
年
に
ユ
ネ
ス

コ
か
ら
世
界
文
化
遺
産
と
し

て
登
録
さ
れ
、
特
に
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
か
ら
の
観
光
客
に
人
気
の

高
い
場
所
と
し
て
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
日
本
国
内
で
は
あ

ま
り
見
か
け
な
い
３
階
建
て

の
石
造
建
築
物
が
立
ち
並
び
、

美
し
い
イ
ン
ド
洋
を
望
む
熱

帯
リ
ゾ
ー
ト
地
で
、
歴
史
的

に
は
古
く
か
ら
ス
ワ
ヒ
リ
文

化
の
中
心
地
お
よ
び
ア
ラ
ビ

ア
商
人
の
貿
易
地
と
し
て
栄

え
、
近
年
で
は
イ
ギ
リ
ス
の

統
治
領
時
代
を
経
て
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　

カ
ス
ト
ロ
研
究
室
が

研
究
対
象
と
し
て
い
た

の
は
、
主
に
18
世
紀
か

ら
19
世
紀
に
か
け
て
建

て
ら
れ
た
王
族
や
富
裕

層
の
ア
ラ
ブ
式
建
築
物

で
、
研
究
目
的
は
、
そ

れ
ら
の
保
存
状
態
を
構

造
工
学
的
に
検
証
し
、

適
切
な
保
全
に
役
立
つ

よ
う
な
資
料
を
作
成
し

て
い
く
こ
と
で
し
た
。

こ
れ
ま
で
現
地
の
文
化

庁
歴
史
建
物
保
全
事
務

所
が
行
っ
て
き
た
目
視

に
よ
る
構
造
状
態
検
証

に
加
え
て
、
私
た
ち
の

調
査
チ
ー
ム
は
常
時

微
動
装
置
に
よ
り
、
建
築
物

の
振
動
特
性
（
揺
れ
や
す
さ
）

を
測
り
、
対
象
建
築
物
の
構

造
的
弱
点
部
分
を
検
証

し
ま
し
た
。
国
際
目

標SDG's

「
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
」

と
い
う
テ
ー
マ
に

沿
っ
た
研
究
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら

そ
の
約
１
年
後
、

補
修
工
事
の
進
行

中
に
あ
る
研
究
対
象
建
築

物
の
一
部
が
崩
壊
す
る
事

故
が
起
き
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
れ
は
ス
ト
ー

ン
・
タ
ウ
ン
地
区
の
ラ
ン

ド
マ
ー
ク
で
あ
る
「
驚

嘆
の
家
（House of 

W
onders

）」
と
呼
ば
れ

る
ク
ロ
ッ
ク
タ
ワ
ー
の
建

築
物
で
し
た
。
実
は
私
た

ち
の
調
査
チ
ー
ム
は
、
こ

の
「
驚
嘆
の
家
」
の
測
定

結
果
か
ら
玄
関
口
側
及
び

ク
ロ
ッ
ク
タ
ワ
ー
側
に
構
造

的
脆
弱
性
が
あ
る
こ
と
を
推

定
し
て
い
た
の
で
す
が
、
そ

の
結
果
が
活
か
さ
れ
な
か
っ

た
結
果
と
な
り
残
念
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
事
例
を
通
し

て
、
私
た
ち
は
研
究
結
果
の

み
な
ら
ず
途
上
国
で
の
技
術

協
力
の
課
題
を
学
び
ま
し
た
。

同
時
に
歴
史
的
建
築
物
の
保

全
に
も
っ
と
目
を
向
け
、
歴

史
を
学
び
地
域
活
性
化
に
つ

な
げ
、「
す
べ
て
の
人
に
質
の

高
い
教
育
を
」
や
「
働
き
が

い
も
経
済
成
長
も
」
と
い
っ

たSDG's

目
標
を
目
指
す
地

球
市
民
と
し
て
こ
れ
か
ら
も

貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

工学部教授

カストロ ホワンホセ

著者（左）と Ali Bimkubwa（琉球大
学大学院生、博士後期課程）、ザンジ
バル島にての調査時

Lexinote 動画学習機能

　

今
年
の
私
の
ゼ
ミ
（
演
習
）

で
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
」

を
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
す
。
グ

ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
と
は
南
半
球

に
多
い
新
興
国
・
途
上
国
の
総

称
で
、
近
年
注
目
を
集
め
て
い

ま
す
。

　

な
ぜ
今
注
目
さ
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

第
一
に
、
経
済

的
影
響
力
の
急

拡
大
で
す
。
先

進
国
の
経
済
力

が
相
対
的
に
低

下
し
、
今
後
は
サ
ウ
ス
諸
国
が

世
界
経
済
を
牽
引
し
て
い
く
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
第
二
に
、

国
際
政
治
で
の
存
在
感
の

高
ま
り
で
す
。
米
中
対
立

や
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
で
既
存
の
国
際
秩
序

が
揺
ら
ぐ
中
、
グ
ロ
ー
バ

ル
サ
ウ
ス
諸
国
は
「
第
三

極
」
と
し
て
独
自
の
外
交

路
線
を
歩
ん
で
い
ま
す
。

日
本
政
府
も
近
年
、
グ

ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
外
交
を

重
視
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
グ
ロ
ー
バ
ル

サ
ウ
ス
の
実
態
を
つ
か

む
の
は
容
易
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
各
国
の
政
治
・

経
済
・
文
化
は
多
様
で

す
。
Ｅ
Ｕ
の
よ
う
な
国

際
機
関
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
ブ
ラ
ジ
ル
、
ロ
シ
ア
、
中

国
な
ど
が
加
盟
す
る
Ｂ
Ｒ
Ｉ

Ｃ
Ｓ
と
い
う
枠
組
み
は
あ
り

ま
す
が
、
一
枚
岩
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

そ
れ
で
は
グ
ロ
ー
バ
ル
サ

ウ
ス
は
無
意
味
な
概
念

な
の
で
し
ょ
う
か
。
重
要

な
の
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
サ

ウ
ス
と
は
何
か
」
で
は

な
く
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
サ

ウ
ス
に
つ
い
て
何
を
問

う
べ
き
な
の
か
」
で
す
。

　

例
え
ば
、
多
く
の
サ

ウ
ス
諸
国
が
「
中
所
得

国
の
罠
」
に
直
面
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
あ
る

程
度
の
経
済
発
展
を
遂

げ
た
国
が
、
さ
ら
な
る

成
長
段
階
で
停
滞
し
て

し
ま
う
現
象
で
す
。
罠

を
抜
け
出
す
鍵
の
一
つ

は
、
技
術
革
新
を
通
じ

て
高
付
加
価
値
産
業
中

心
の
経
済
へ
転
換
し
、
生
産
力

を
向
上
す
る
こ
と
で
す
。
イ
ン

ド
は
Ｉ
Ｔ
産
業
が
盛
ん
な
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
罠
を

抜
け
出
す
こ
と
は
で
き
る
の

で
し
ょ
う
か
？

　

ま
た
、
経
済
成
長
と
政
治
体

制
の
関
係
も
重
要
な
論
点
で

す
。
か
つ
て
は
経
済
成
長
が
民

主
化
を
促
す
と
い
う
見
方
が
あ

り
ま
し
た
が
、
権
威
主
義
体
制

下
の
経
済
発
展
や
民
主
主
義
体

制
下
の
ゆ
る
や
か
な
権
威
主
義

化
な
ど
、
よ
り
複
雑
な
関
係
が

明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

特
に
ア
ジ
ア
の
新
興
国
で
権
威

主
義
化
傾
向
が
顕
著
で
す
が
、

こ
れ
は
今
後
も
続
く
の
で
し
ょ

う
か
？

　

こ
れ
ら
の
問
い
の
探
究
は
、

再
編
さ
れ
つ
つ
あ
る
国
際
秩
序

の
行
方
を
見
通
す
う
え
で
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
各
国
の
多
様
性
を

理
解
し
つ
つ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
サ

ウ
ス
と
い
う
枠
組
み
で
何
が
見

え
て
く
る
の
か
。
ゼ
ミ
で
の
探

究
は
続
き
ま
す
。

グローバルサウスに何を問うか

法
学
部
講
師

津つ

田だ

久く

美み

子こ

トピックストピックス
8080

　

経
済
学
部
で
は
１
年
生
を
対

象
と
し
て
、
大
学
で
の
学
び
の

基
礎
を
身
に
つ
け
る
基
礎
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
が
開
講
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
授
業
の
う
ち
金
曜
２
時
間

目
の
９
ク
ラ
ス
合
同
で
、
さ
る

５
月
30
日
に
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
の
チ
ー
フ
・
ベ
ー
ス
ボ
ー

ル
・
オ
フ
ィ
サ
ー
な
ど
と
し
て
も

幅
広
く
ご
活
躍
の
北
海
学
園
特

任
教
授
・
栗
山
英
樹
先
生
を
お
招

き
し
て
、
学
び
続
け
る
こ
と
の
大

切
さ
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。
司
会
を
担
当
し
た
経

済
学
部
教
授
・
越
後

修
と
の
対
話
も
交
え

つ
つ
、
読
書
な
ど
に

よ
っ
て
つ
ね
に
幅
の

広
い
知
見
を
得
よ
う

と
努
力
す
る
こ
と
や
、

挑
戦
し
続
け
る
こ
と

の
大
切
さ
を
伝
授
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

プ
ロ
野
球
や
Ｗ
Ｂ
Ｃ

な
ど
で
世
界
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
野
球
選
手

た
ち
と
と
も
に
戦
っ

て
き
た
経
験
な
ど
に

基
づ
く
お
話
し
は
、

ど
れ
も
説
得
力
抜
群
で
し
た
。

　

栗
山
先
生
は
マ
イ
ク
を
片
手
に

つ
ね
に
学
生
た
ち
に
歩
み
寄
り
な

が
ら
、
試
合
さ
な
が
ら
の
熱
意
で

語
り
か
け
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
学

生
た
ち
が
小
さ
な
声
で
口
に
し
た

ち
ょ
っ
と
し
た
言
葉
に
も
耳
を
傾

け
、
真
摯
に
答
え
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
実
際
の
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
の
試
合
映
像
や
、
大
物
選

手
の
秘
密
特
訓
動
画
を
交
え
て
、

奇
策
と
も
思
え
る
戦
術
を
展
開
で

き
た
裏
に
は
、
野
球
以
外
の
分
野

か
ら
吸
収
し
た
知
識
が
大
い
に
役

立
っ
た
と
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
学
生
た
ち
の
目
は
輝
き
、
終

始
笑
顔
と
活
気
に
満
ち
た
講
演
会

と
な
り
ま
し
た
。

経
済
学
部
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

栗
山
英
樹
特
任
教
授
が
講
演

熱心に耳を傾ける経済学部生

栗山英樹特任教授

個展会場の様子。離れて見ると十勝岳が浮かび上がる

大小様々な穴をあける

背景によって作品の印象も変わる

　

本
学
工
学
部
・
原
井
憲
二
教

授
が
６
月
７
日
～
22
日
、
札
幌

市
内
の
Ｇ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｙ
創
に

て
個
展
「
彫
刻
の
窓
」
を
開
催

し
た
。

　

原
井
先
生
の
作
品
は
、
創
作

物
と
そ
の
背
後
に
あ
る
壁
、
ギ
ャ

ラ
リ
ー
空
間
の
関
係
を
提
案
す

る
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
場

工
学
部
原は

ら
井い

憲け
ん
二じ

教
授

個
展「
彫
刻
の
窓
」開
催

所
や
空
間
全
体
を
作
品
と
す
る

芸
術
）
と
な
っ
て
い
る
。
も
と

も
と
は
油
絵
を
描
い
て
い
た
が
、

「
絵
が
当
た
り
前
に
額
に
飾
ら

れ
、
空
間
の
中
心
に
あ
る
状
態

に
違
和
感
を
持
つ
よ
う
に
な
っ

た
」と
い
う
。
絵（
作
品
）と
壁（
空

間
）
の
関
係
を
意
識
す
る
よ
う

に
な
っ
た
原
井
先
生
は
、
絵
と

壁
の
関
係
が
曖
昧
に
な
る
よ
う

な
作
品
を
模
索
し
て
い
る
。

　

今
回
の
個
展
で
は
、
紙
に
大
小

様
々
な
穴
を
あ
け
て
、
背
後
に

映
る
穴
の
影
に
よ
っ
て
画
像
を

浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
る
。
見

る
角
度
や
距
離
で
光
と
影
の
印

象
が
変
わ
る
た
め
、
鑑
賞
者
の

環
境
に
よ
っ
て
変
化
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
作
品
と
な
っ
て

い
る
。
絵
画
と
も
彫
刻
と
も
捉

え
る
こ
と
が
で
き
、
二
次
元
か

ら
三
次
元
へ
、
映
像
的
で
立
体

的
な
感
覚
を
生
み
出
す
試
み
だ
。

モ
チ
ー
フ
に
は
「
札
幌
の
ビ
ル

の
隙
間
か
ら
山
が
見
え
る
景
色

が
衝
撃
的
だ
っ
た
」
と
い
う
自

ら
の
経
験
を
も
と
に
、
北
海
道

を
代
表
す
る
大
雪
山
や
十
勝
岳

を
選
ん
で
い
る
。　

　

９
月
15
日
か
ら
は
東
京
都
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
巷
房
で
個
展
「
色

の
彫
刻
」
を
開
催
予
定
。
原
井

先
生
の
作
品
の
更
な
る
進
化
が

見
ら
れ
そ
う
だ
。
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２
０
２
５
（
令
和
７
）
年
６

月
６
日
、
本
学
元
学
長
の
朝
倉

利
光
名
誉
教
授
よ
り
、
本
学
の

教
育
研
究
活
動
寄
与
の
た
め
と

し
て
ご
寄
付
を
賜
り
ま
し
た
。

　

森
下
学
長
か
ら
感
謝
の
言
葉

と
と
も
に
、
今
回
の
ご
寄
付
を

有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く

と
の
謝
辞
が
伝
え
ら
れ
感
謝
状

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

朝倉利光名誉教授（右）と森下宏美学長

本
学
元
学
長

朝
倉
利
光
名
誉
教
授
か
ら

寄
付
金
受
領

　

６
月
18
日
、
工
学
部
３
号
館

生
命
系
学
生
実
験
室
１
に
お
い

て
、
学
内
関
係
教
職
員
、
学
生

が
参
加
し
て
、
生
命
工
学
科
の

研
究
・
教
育
に
供
さ
れ
た
実
験

生
物
に
対
す
る
感
謝
と
追
悼
の

意
を
表
す
会
が
行
わ
れ
た
。
森

下
学
長
の
感
謝
の
言
葉
が
読
み

上
げ
ら
れ
た
あ
と
、
参
加
者
に

よ
る
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
、
研
究
・

教
育
の
発
展
が
動
植
物
の
犠
牲

の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と

を
再
認
識
し
、
改
め
て
研
究
・
教

育
に
従
事
す
る
こ
と
を
誓
っ
た
。実験生物に黙祷を捧げた

実
験
生
物
に
感
謝
す
る
日

文
化
の
交
差
点
ス
イ
ス
・
バ
ー
ゼ
ル
で
の
学
び

　

２
０
２
４
年
２
月
か
ら
１

年
間
、
ス
イ
ス
の
バ
ー
ゼ
ル

大
学
に
て
、
ロ
レ
ン
ザ
・
モ

ン
ダ
ダ
先
生
の
研
究
室
で
在

外
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
先

生
の
研
究
室
は
、
発
話
、
視

線
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
と
い
っ

た
複
数
の
要
素
が
織
り
な
す

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実

相
を
解
明
す
る
、
マ
ル
チ
モ
ー

ダ
ル
研
究
の
世
界
的
拠
点
と

し
て
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

バ
ー
ゼ
ル
は
、

ス
イ
ス
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス

の
国
境
が
接
す
る
街
で
、
そ

の
多
言
語
・
多
文
化
環
境
は

研
究
室
に
も
色
濃
く
反
映
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
毎
週
の
デ
ー

タ
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
多
様

な
文
化
背
景
を
持
つ
若
い
研

究
者
た
ち
と
デ
ー
タ
を
検
討

し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
自
身
の
分
析
手
法
を
見

つ
め
直
す
と
共
に
、
自
分
が

研
究
し
て
い
る
日
本
の
教
育

実
践
の
固
有
性
を
改
め
て
発

見
さ
せ
ら
れ
る
、
知
的
に
刺

激
的
な
毎
日
で
し
た
。

　

研
究
と
並
行
し
、
バ
ー
ゼ
ル

の
街
で
の
生
活
そ
の
も
の
も
、

大
き
な
学
び
と
な
り
ま
し
た
。

特
に
象
徴
的
だ
っ
た
の
は
、
夏

休
み
に
参
加
し
た
ド
イ
ツ
語

の
語
学
学
校
で
す
。
ク
ラ
ス

メ
イ
ト
に
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の

難
民
や
移
民
の
方
々
が
多
く
、

教
師
は
絵
や
身
振
り
を
駆
使

し
、
ド
イ
ツ
語
だ
け
で
授
業

を
進
め
ま
す
。
そ
の
様
子
は
、

ま
さ
し
く
マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実

践
で
あ
り
、
感
銘
を
受
け
ま
し

た
。
生
徒
た
ち
が
、
生
活
を

築
く
た
め
に
必
死
に
、
そ
し

て
臆
す
る
こ
と
な
く
授
業
に

参
加
す
る
姿
も

印
象
的
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
多

様
な
人
々
が
共

に
暮
ら
す
バ
ー

ゼ
ル
で
の
生
活

は
、
日
本
に
い

る
時
以
上
に
他
者
へ
の
配
慮

と
観
察
が
求
め
ら
れ
る
環
境

だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
言

語
使
用
は
も
ち
ろ
ん
重
要
で

す
が
、
そ
れ
以
上
に
、
レ
ジ

の
店
員
に
適
切
な
タ
イ
ミ
ン

グ
で
挨
拶
を
交
わ
す
、
バ
ス

で
お
年
寄
り
や
子
連
れ
を
見

た
ら
瞬
時
に
席
を
譲
る
、
人

と
の
距
離
を
適
度
に
保
つ
よ

う
動
く
、
と
い
っ
た
、
他
者

へ
の
尊
重
と
寛
容
さ
を
、
そ

の
都
度
明
確
に
示
す
振
る
舞

い
が
、
円
滑
な
社
会
を
築
く

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し

て
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
肌

で
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
一
年
は
、
日
本
の
社

会
や
言
語
、
そ
し
て
自
身
の

研
究
を
、
一
度

立
ち
止
ま
っ
て
、

よ
り
広
い
視
野

か
ら
深
く
見
つ
め
直
す
、
ま
た

と
な
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
貴
重
な
経
験
を

与
え
て
く
だ
さ
っ
た
本
学
と

法
人
の
関
係
各
位
、
温
か
い

ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
モ
ン

ダ
ダ
先
生
と
研
究
室
の
皆
様
、

そ
し
て
日
本
か
ら
支
え
て
く

れ
た
同
僚
と
事
務
の
皆
様
に
、

こ
の
場
を
借
り
て
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ライン川の真ん中にある瑞・仏・
独の三国国境に建てられた記念
碑 "ドライレンダーエック"

スイス /バーゼル大学

（専門：教育実践のコミュニケーション論）

法学部教授 五
い が ら し

十嵐 素
もと

子
こ

スイス一高いロシュタワー（ロシュ社の本社ビル）から見下ろしたバーゼルの街

　

地
域
連
携
推
進
機
構
が
実
施

す
る
「
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
実

践
講
座
」（
水
・
５
、
担
当
:
佐

藤
大
輔
経
営
学
部
教
授
）
は
、

学
生
た
ち
が
社
会
人
と
共
に
ビ

ジ
ネ
ス
上
の
リ
ア
ル
な
課
題
の

解
決
を
目
指
し
て
取
り
組
む
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
（
Ｐ
Ｂ
Ｌ
）
授

業
で
す
。
仕
事
観
の
醸
成
や
キ
ャ

リ
ア
形
成
の
促
進
を
狙
っ
た
内

容
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
一
環

と
し
て
５
月
28
日
（
水
）
に
Ｎ

Ｈ
Ｋ
大
学
セ
ミ
ナ
ー
と
の
連
携

講
座
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

番
組
コ
ン
テ

ン
ツ
「
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
―
仕
事
の
流

儀
」
と
の
コ
ラ

ボ
と
し
て
同
番

組
の
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
３
名
を
ゲ

ス
ト
に
迎
え
、

さ
ま
ざ
ま
な
観

点
か
ら
「
仕
事
」

と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
を
考

え
る
セ
ッ
シ
ョ

ン
と
な
り
ま
し

た
。
聴
講
し

ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
実
践
講
座

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
学
セ
ミ
ナ
ー
と
連
携

た
学
生
か
ら
は
「
ど
の
よ
う
に

取
材
対
象
を
選
ん
で
い
る
の
か
」

や
「
番
組
制
作
上
苦
労
し
た
こ

と
は
」
な
ど
の
質
問
が
寄
せ
ら

れ
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
の

苦
労
や
裏
話
な
ど
を
交
え
た
対

話
が
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
「
こ

の
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
自
分
の

将
来
像
や
仕
事
イ
メ
ー
ジ
が
具
体

的
に
な
っ
た
」
と
回
答
し
た
学
生

が
70
％
を
超
え
る
な
ど
、
受
講

生
に
と
っ
て
仕
事
観
や
キ
ャ
リ
ア

を
考
え
る
上
で
と
て
も
刺
激
的
な

機
会
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
自
由

記
述
回
答
で
は
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の

語
り
か
ら
仕
事
観
を
探
る
こ
と
が

で
き
た
と
す
る
内
容
も
多
く
、
実

践
家
と
の
対
話
が
キ
ャ
リ
ア
形
成

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
可
能
性

が
あ
る
と
い
う
点
は
、
大
学
に
お

け
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
や
ア
ン

ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
教
育
に

と
っ
て
大
変
参
考
に
な
る
発
見
で

し
た
。

NHKセミナーとの連携講座の様子

　

今
夏
の
北
海
道
は
猛
暑
が

続
い
て
い
ま
す
。
気
候
変
動
に

よ
る
農
林
漁
業
の
不
振
な
ど

の
悪
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
お

り
、
脱
炭
素
社
会
へ
の
移
行

は
待
っ
た
な
し
の
状
況
で
す
。

ま
た
、
北

海
道
で
は

少
子
高
齢

化
と
過
疎

化
に
よ
る

地
域
衰
退

が
深
刻
で

す
。
地
域

主
導
の
脱
炭
素
対
策
（
省
エ
ネ

や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

普
及
）
は
、
こ
う
し
た

地
域
課
題
を
同
時
に
解

決
し
、
地
域
社
会
を
豊

か
に
す
る
こ
と
が
可
能

で
す
。

　

と
は
い
え
、
小
規
模

な
自
治
体
に
は
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
専
門
性
や
資

金
調
達
な
ど
の
力
量
が

不
足
し
て
お
り
、
全
て

を
自
力
で
行
う
こ
と
が

困
難
で
す
。
私
が
毎
年

調
査
で
訪
れ
て
い
る
ド

イ
ツ
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア

な
ど
で
は
、
地
域
や
自

治
体
が
主
体
と
な
っ
て

事
業
を
運
営
す
る
際
に
、

様
々
な
中
間
支
援
組
織

が
不
足
部
分
を
補
っ
て

脱
炭
素
に
よ
る
地
域
づ

く
り
を
伴
走
支
援
し
て
い
ま

す
。

　

地
域
主
導
で
成
果
を
あ
げ

て
い
る
欧
州
の
自
治
体
に
は

い
く
つ
か
の
共
通
点
が

あ
り
ま
す
。
第
１
に
、
地

域
計
画
の
策
定
で
は
住

民
が
参
加
し
、
合
意
形
成

が
は
か
ら
れ
ま
す
。
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
が
高
い
外
部
の
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
が
協
議

の
場
に
参
加
し
、
地
域
の

対
話
を
円
滑
に
進
め
て

い
ま
す
。
第
２
に
、
担

い
手
の
確
保
で
す
。
エ

ネ
ル
ギ
ー
事
業
は
、
工
学

だ
け
で
は
な
く
、
経
営

学
や
法
学
な
ど
多
様
な

専
門
性
が
必
要
な
の
で
、

大
学
や
企
業
な
ど
で
修

得
し
た
ス
キ
ル
を
活
か

す
こ
と
が
で
き
、
そ
こ

に
魅
力
を
感
じ
る
人
た

ち
が
移
住
し
て
き
ま
す
。
第
３

に
、
事
業
性
が
高
い
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
策
定
と
運
営
で
す
。
太

陽
光
発
電
の
よ
う
に
商
業
化

済
み
の
安
価
な
技
術
や
、
工
務

店
が
扱
え
る
建
築
物
の
断
熱

工
事
は
、
ロ
ー
テ
ク
で
汎
用
性

が
あ
り
、
経
営
リ
ス
ク
を
低
く

で
き
ま
す
。
補
助
金
は
事
業
の

呼
び
水
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
の
脱
炭
素
社
会
は
、

大
型
風
力
発
電
や
水
素
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
よ
う
な
巨
大
事
業

で
は
な
く
、
地
域
企
業
が
扱

え
る
小
規
模
分
散
型
エ
ネ
ル

ギ
ー
事
業
を
展
開
し
て
い
く

べ
き
で
す
。
あ
ち
こ
ち
で
事
業

と
雇
用
を
創
出
す
る
こ
と
で
、

地
方
に
若
者
が
定
住
し
、
地
域

の
発
展
に
つ
な
が
る
は
ず
で

す
。
ま
た
、
地
域
主
導
の
た
め

に
は
、
広
域
自
治
体
の
道
が
中

間
支
援
組
織
を
設
置
し
、
市
町

村
の
脱
炭
素
対
策
を
伴
走
支

援
し
て
い
く
べ
き
で
す
。

地域主導で脱炭素社会をつくる

経
済
学
部
教
授

上う
え

園ぞ
の

昌ま
さ

武た
け

クラフトビール「Lablogue」

　工学部生命工学科・新沼研究室では、「知識と技術で地域
に貢献したい」との思いから、2024 年より札幌市豊平区の
ブルワリー TRANS BREWING と連携し、おいしいビールづく
りにつながるバイオ研究に取り組んでいる。学生の研究によ
り単離・選抜した酵母を用いたクラフトビール「Lablogue（ラ
ボローグ）」が 2025 年 7 月に完成した。スタイルは Session 
IPA（アルコール度数 3.5%、IBU15）。ホップ香がありながら
軽快で、暑い季節にぴったりな飲みやすさが特長。
　商品名もラベルデザインもブルワリーが手がけ、商品名
Lablogue は Lab（研究）／ Log（記録）／ Dialogue（対話）
を組み合わせたもので、ラベルも研究に取り組む学生の姿
が描かれており、プロジェクト全体の思いが込められたデ
ザインとなっている。Lablogue は TRANS BREWING BEER 
STAND ほかで提供・一般販売中。

生命工学科の学生が選抜した酵母を使用
クラフトビール「Lablogue（ラボローグ）」が発売中

公式
インスタグラム

はこちら

同窓会（豊平会）は優秀な学業成績をあげたことが認められた学生21 人を第Ⅰ種奨学生として
認定しました。

学部／学科 学年 氏名
人文学部／日本文化学科 4年 高橋　　花
人文学部／英米文化学科 4年 佐藤　佑汰
人文学部／英米文化学科 3年 加賀谷柊凛
工 学 部／社会環境工学科 2年 若宮　友凛
工 学 部／建築学科 3年 齊藤　清人
工 学 部／電子情報工学科 2年 佐藤　優樹
工 学 部／生命工学科 3年 吉崎　仁子
経済学研究科／経済政策専攻 1年 村上　　蓮
法 学 研 究 科 ／法律学専攻 2年 加賀谷朋伽
文 学 研 究 科 ／英米文化専攻 2年 中嶋　奏子

学部／学科 学年 氏名
経済学部／経済学科 3年 和田　朱里
経済学部／経済学科 3年 阿部　恵丞
経済学部／地域経済学科 4年 佐藤　宇宙
経済学部／地域経済学科 2年 松尾　　至
経営学部／経営学科 3年 濱田　　領
経営学部／経営学科 2年 前田　桃香
経営学部／経営情報学科 4年 渡邉　早咲
法 学 部／法律学科 4年 大平　杏香
法 学 部／法律学科 3年 大宮　海輝
法 学 部／政治学科 4年 工藤　楓吾
法 学 部／政治学科 3年 永山　愛咲

北海学園大学同窓会第1種奨学金給付学生

　教育振興会は、奨学金B（「学業成績が特に優れている学生への奨学金」）を９人の学生に給付
します。教育振興会の趣旨に賛同する多くの方々からのご芳志により、今年も１人あたり30万円
を給付します。

奨学金B給付学生
学部／学科 学年 氏名

経済学部／経済学科 4年 高橋　洸太
経済学部／地域経済学科 4年 林　　和弥
経営学部／経営学科 4年 西谷　佳子
経営学部／経営学科 4年 星野　晃汰
法 学 部／法律学科 4年 鈴木明日香

学部／学科 学年 氏名
法 学 部／政治学科 4年 池内　莉音
人文学部／日本文化学科 4年 大工　柚依
人文学部／日本文化学科 4年 坂下　珠璃
工 学 部／建築学科 4年 近藤　蒼真

北海学園大学同窓会（豊平会）

教育振興会

奨学生認定証授与奨学生認定証授与奨学生認定証授与

奨学金B授与奨学金B授与奨学金B授与
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ー
ー
現
在
の
学
科
を
選
ん
だ
き
っ

か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

原
田　

私
は
小
さ
い
頃
に
﹃
大
改

造
!!
劇
的
ビ
フ
ォ
ー
ア
フ
タ
ー
﹄

な
ど
の
テ
レ
ビ
番
組
か
ら
家
具

や
リ
フ
ォ
ー
ム
が
好
き
に
な
り
、

建
築
学
科
に
進
学
し
ま
し
た
。

牧
野　

私
は
父
が
建
築
の
仕
事

を
し
て
い
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
興
味
を
持
っ
て
、
建
築
学
科

を
選
び
ま
し
た
。

赤
松　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
制
作
か

ら
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
興
味
を

持
っ
て
、
ソ
フ
ト
と
ハ
ー
ド
の

２
つ
と
も
勉
強
で
き
る
電
子
情

報
工
学
科
に
し
ま
し
た
。

蝉
塚　

高
校
の
時
の
プ
ロ
グ
ラ

　

社
会
環
境
、
建
築
、
電
子
情
報
、
生
命
工
学
―
多
彩
な
分
野
を
有
す

る
本
学
工
学
部
で
は
、
も
の
づ
く
り
や
探
究
心
を
胸
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

専
門
を
深
め
る
学
生
が
日
々
学
ん
で
い
る
。
今
回
は
、
４
学
科
か
ら
女

子
学
生
が
集
ま
り
、
座
談
会
を
開
催
し
た
。
テ
ー
マ
は
本
学
進
学
の
動

機
や
、
工
学
部
な
ら
で
は
の
楽
し
さ
な
ど
。
進
行
は
電
子
情
報
工
学
科

の
内
田
ゆ
ず
教
授
、
生
命
工
学
科
の
新
沼
協
准
教
授
。
初
対
面
の
メ
ン

バ
ー
が
互
い
の
学
科
に
つ
い
て
知
る
き
っ
か
け
に
も
な
り
、
楽
し
く
盛

り
上
が
る
座
談
会
と
な
っ
た
。

ミ
ン
グ
が
お
も
し
ろ
く
て
、
電

子
情
報
工
学
科
は
電
子
も
情
報

も
ど
ち
ら
も
学
べ
る
と
い
う
こ

と
だ
っ
た
の
で
選
び
ま
し
た
。

松
本　

私
は
虫
や
爬
虫
類
な
ど

の
生
物
が
好
き
だ
っ
た
の
と
、

情
報
に
も
興
味
が
あ
っ
た
の
で
、

両
方
学
べ
る
生
命
工
学
科
に
し

ま
し
た
。
実
は
ち
ょ
っ
と
建
築

学
科
と
迷
い
ま
し
た
（
笑
）。

安
藤　

私
は
理
科
の
教
員
免
許

を
取
り
た
か
っ
た
の
と
、
昔
か

ら
好
き
だ
っ
た
植
物
の
研
究
を

し
て
み
た
く
て
生
命
工
学
科
に

し
ま
し
た
。

横
山　

高
校
で
農
業
土
木
を
学

ん
だ
の
で
、
橋
や
設
計
な
ど
を

大
学
で
も
っ
と
深
く
学
び
た
い

な
と
思
っ
て
社
会
環
境
工
学
科

（
社
環
）
を
選
び
ま
し
た
。

佐
藤　

私
は
数
学
の
教
員
免
許

を
取
り
た
か
っ
た
の
と
、
高
校

で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
企
画
す
る
授
業

な
ど
で
環
境
系
を
学
ぶ
の
が
好

き
だ
っ
た
の
で
、
社
会
環
境
工

学
科
に
し
ま
し
た
。

ー
ー
学
科
で
は
ど
う
い
う
勉
強
を

し
て
い
ま
す
か
。
好
き
な
授
業

な
ど
も
あ
れ
ば
。

赤
松　

電
子
は
ハ
ー
ド
と
ソ
フ

ト
が
あ
っ
て
、
ハ
ー
ド
の
方
は

回
路
を
自
分
で
組
み
立
て
て
電

流
を
流
し
て
、
ど
の
よ
う
に
電

流
が
回
る
か
波
形
を
読
み
取
っ

て
実
験
す
る
授
業
が
あ
り
ま
す
。

難
し
い
で
す
が
、
や
り
が
い
は

あ
り
ま
す
。

蝉
塚　

ソ
フ
ト
は
２
年
生
か
ら

３
年
生
に
か
け
て
Ｃ
言
語
を
学

ん
で
、
座
学
は
も
ち
ろ
ん
、
実

際
に
自
分
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

を
組
ん
で
動
く
も
の
を
作
る
実

習
も
あ
り
ま
す
。
研
究
で
は
Ｐ

ｙ
ｔ
ｈ
ｏ
ｎ
を
学
ん
で
い
ま
す
。

原
田　

建
築
は
歴
史
や
空
間
、
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
構
造
な
ど
を

学
び
ま
す
。
空
間
デ
ザ
イ
ン
で

は
模
型
を
作
り
ま
す
が
、
本
当

に
大
変
で
。
や
り
た
く
な
い
と

思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
と

て
も
楽
し
い
で
す
。

牧
野　

私
も
一
番
楽
し
か
っ
た

授
業
は
空
間
デ
ザ
イ
ン
で
、
こ

れ
（
左
写
真
参
考
）
は
２
年
生

の
一
番
最
初
に
や
っ
た
も
の
で

す
。
工
学
部
の
前
庭
に
カ
フ
ェ
テ

ラ
ス
を
設
計
す
る
と
い
う
課
題

で
、
音
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
カ
フ
ェ

を
作
り
ま
し
た
。
結
構
大
変
だ
っ

た
ん
で
す
け
ど
、
初
め
て
模
型

を
作
っ
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

佐
藤　

私
は
上
下
水
道
工
学
が

好
き
で
す
。
山
田
先
生
が
最
近

の
ニ
ュ
ー
ス
と
絡
め
て
話
を
聞

か
せ
て
く
れ
る
の
で
、
自
分
た

ち
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
使
っ

て
い
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

横
山　

私
は
２
年
生
の
時
の
土

質
の
授
業
が
得
意
で
し
た
。
土
の

構
造
や
計
算
を
学
び
ま
す
。
そ

の
座
学
を
ベ
ー
ス
に
、
土
の
強

度
や
透
水
性
を
調
べ
る
実
験
を

行
い
ま
す
。
レ
ポ
ー
ト
は
少
し

難
し
い
で
す
け
ど
、
や
り
が
い

が
あ
り
ま
す
。

安
藤　

生
命
は
遺
伝
子
の
勉
強

や
、
酵
母
を
使
う
実
験
、
情
報
系

で
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
も
や
り

ま
す
。
私
は
実
験
が
好
き
な
の

で
、
３
年
生
の
バ
イ
オ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
実
習
が
、
自
分
の
Ｄ
Ｎ

Ａ
を
取
っ
て
行
う
実
験
だ
っ
た

こ
と
も
あ
っ
て
お
も
し
ろ
か
っ

た
で
す
。

松
本　

私
が
一
番
楽
し
か
っ
た

授
業
は
生
物
学
実
験
で
す
。
円

山
動
物
園
に
行
っ
て
、
早
矢
仕

先
生
に
解
説
し
て
も
ら
い
な
が

ら
動
物
園
を
ま
わ
り
ま
し
た
。

私
は
文
鳥
を
飼
っ
て
い
る
の
で
、

見
学
し
な
が
ら
生
き
物
の
話
を

詳
し
く
聞
け
る
の
が
楽
し
く
て

記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。

ー
ー
工
学
部
入
学
前
の
イ
メ
ー
ジ

や
、
入
学
後
の
印
象
の
変
化
は

あ
り
ま
す
か
。

松
本　

高
校
生
の
時
は
、
工
学

部
っ
て
先
生
が
堅
苦
し
い
イ

メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、

生
命
の
先
生
は
み
ん
な
明
る
く

て
お
も
し
ろ
く
て
、
自
分
か
ら

話
を
聞
き
た
い
と
思
え
る
よ
う

な
環
境
が
と
て
も
い
い
で
す
。

原
田　

女
子
が
少
な
い
だ
ろ
う

と
緊
張
し
て
い
た
ん
で
す
け
ど
、

少
な
い
か
ら
こ
そ
の
団
結
力
が

あ
っ
て
仲
良
く
な
れ
る
か
ん
じ

が
し
ま
す
。

安
藤　

入
学
前
は
友
達
が
で
き

る
の
か
な
っ
て
ド
キ
ド
キ
し
て

た
ん
で
す
け
ど
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ

ル
ー
プ
を
作
っ
た
り
、
み
ん
な

で
集
ま
っ
た
り
、
一
緒
に
授
業

を
受
け
た
り
、
だ
ん
だ
ん
絆
が

深
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

横
山　

入
学
し
た
時
に
ク
ラ
ス

で
女
子
が
私
だ
け
で
、
１
年
生

の
履
修
登
録
の
時
間
も
他
の
女

子
と
仲
良
く
な
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
ん
で
す
。
で
も
、
授

業
で
一
緒
に
な
っ
た
子
た
ち
と

話
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
山

鼻
校
舎
に
来
て
か
ら
は
、
先
生

方
と
の
関
わ
り
が
す
ご
く
深
く

な
り
ま
し
た
。

佐
藤　

先
生
と
は
、
も
ち
ろ
ん

勉
強
の
話
も
し
ま
す
が
、
人
生

相
談
や
恋
愛
相
談
な
ど
何
で
も

話
し
て
し
ま
い
ま
す
。
フ
レ
ン

ド
リ
ー
に
話
し
て
く
れ
る
先
生

ば
か
り
な
の
で
楽
し
い
で
す
。

ー
ー
他
の
学
科
の
気
に
な
る
と
こ

ろ
は
あ
り
ま
す
か
。
私
は
社
環

の
測
量
が
気
に
な
り
ま
す
。

原
田　

測
量
は
建
築
で
も
や
り

ま
す
。
そ
れ
を
使
っ
て
ど
こ
ま

で
掘
る
か
、
掘
っ
た
と
こ
ろ
か

ら
の
高
さ
は
ど
れ
く
ら
い
な
の

か
、
と
い
う
こ
と
を
調
べ
ま
す
。

生
命
は
、
外
で
双
眼
鏡
を
覗
い

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、

鳥
を
見
て
い
る
ん
で
す
か
？

安
藤　

そ
う
で
す
。
カ
ラ
ス
や

ハ
ク
セ
キ
レ
イ
な
ど
の
鳥
を
見

て
い
ま
す
。

松
本　

建
築
だ
と
思
う
ん
で
す

け
ど
、
ク
ル
ー
プ
で
集
ま
っ
て
、

建
造
物
み
た
い
な
も
の
を
飾
っ

て
い
る
の
が
気
に
な
り
ま
し
た
。

牧
野　

あ
れ
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
で
、
段
ボ
ー
ル
や
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
を
使
い
な
が
ら
、
光
を
感

じ
る
空
間
を
作
る
と
い
う
も
の

で
す
。
自
由
に
入
っ
た
り
、
触
っ

て
も
ら
っ
て
も
大
丈
夫
で
す
。

全
員　

そ
う
な
ん
だ
！

ー
ー
電
子
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の

よ
う
な
も
の
は
あ
り
ま
す
か
。

蝉
塚　

実
習
も
実
験
も
、
ど
ち

ら
か
と
い
う
と
一
人
で
組
み
立

て
て
行
く
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。

松
本　

ど
ん
な
も
の
を
作
っ
て

い
る
ん
で
す
か
？　

あ
ま
り
電

子
の
こ
と
は
知
ら
な
く
て
。

蝉
塚　

実
験
の
最
後
に
オ
ル

ゴ
ー
ル
を
作
っ
た
り
、
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
の
実
習
は
ゲ
ー
ム
を

作
り
ま
す
。
じ
ゃ
ん
け
ん
の
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
組
ん
だ
り
、
迷

路
の
ゲ
ー
ム
を
作
っ
て
い
る
友

達
も
い
ま
し
た
。

原
田　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

は
、
皆
さ
ん
何
を
さ
れ
る
ん
で
す

か
？　

他
の
学
科
が
何
を
や
っ

て
い
る
の
か
興
味
が
あ
り
ま
す
。

安
藤　

う
ち
は
生
命
系
と
情
報

系
が
あ
っ
て
、
生
命
系
は
来
場

者
が
自
分
で
抽
出
し
た
Ｄ
Ｎ
Ａ

を
容
器
に
入
れ
ペ
ン
ダ
ン
ト
を

作
り
ま
し
た
。
情
報
系
は
Ｖ
Ｒ

の
ゲ
ー
ム
体
験
や
、
神
経
の
回

路
を
読
み
取
っ
て
機
械
を
動
か

す
、
と
い
っ
た
展
示
や
体
験
が

あ
り
ま
し
た
。

原
田　

建
築
は
、
卒
業
作
品
の
規

模
が
大
き
い
も
の
を
展
示
し
た

り
、
小
さ
い
家
を
自
分
の
好
き

な
形
で
作
っ
た
り
。
コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
コ
ー
ス
タ
ー
を
作
っ
た
り
、

い
ろ
い
ろ
な
体
験
が
で
き
ま
す
。

横
山　

社
環
は
水
を
き
れ
い
に

す
る
作
業
や
、
川
の
流
れ
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
破
壊
の
実
験
を
見
せ
た
り
も

し
ま
し
た
。

佐
藤　

ま
だ
ゼ
ミ
に
入
っ
て
い

な
い
の
で
私
た
ち
も
わ
か
ら
な

い
こ
と
が
あ
り
、
一
緒
に
学
ん

で
い
る
か
ん
じ
で
す
。

牧
野　

卒
業
研
究
は
ど
ん
な
こ

と
を
す
る
ん
で
す
か
？

赤
松　

私
の
と
こ
ろ
は
自
然
言

語
処
理
の
分
野
な
の
で
、
言
語

に
関
し
て
ア
プ
ロ
ー
チ
を
仕
掛

け
ま
す
。
今
考
え
て
い
る
の
は
、

漫
画
を
読
み
取
っ
て
そ
の
漫
画

の
出
版
社
を
推
測
す
る
、
と
い

う
構
想
で
す
。
ハ
ー
ド
系
の
分

野
で
あ
れ
ば
、
高
氏
先
生
の
と

こ
ろ
で
は
、
自
販
機
ま
で
ジ
ュ
ー

ス
を
買
い
に
行
く
ロ
ボ
ッ
ト
を

作
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
研

究
室
に
よ
っ
て
や
る
こ
と
は
全

然
違
い
ま
す
ね
。

安
藤　

そ
こ
（
左
写
真
参
考
）
に

お
花
が
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
全
部

遺
伝
子
組
換
え
な
ん
で
す
。
カ
ー

ネ
ー
シ
ョ
ン
や
バ
ラ
に
は
青
色

遺
伝
子
が
も
と
も
と
な
い
の
で

す
が
、
こ
の
花
は
、
パ
ン
ジ
ー

な
ど
の
青
色
遺
伝
子
が
組
換
え

さ
れ
て
青
色
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
利
用
し
て
、
中
学
生
の

子
た
ち
が
理
科
を
好
き
に
な
る

よ
う
な
教
材
キ
ッ
ト
の
開
発
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

牧
野　

私
は
ま
だ
考
え
て
い
な

い
ん
で
す
け
ど
、
製
作
を
す
る
と

き
は
先
輩
の
模
型
の
お
手
伝
い

を
す
る
伝
統
が
あ
っ
て
。
先
輩

の
考
え
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
、

す
ご
く
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

ー
ー
最
後
に
、
工
学
部
を
目
指
す

高
校
生
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

松
本　

工
学
部
に
入
っ
て
、
最

初
は
自
分
が
勉
強
に
つ
い
て
い

け
る
の
か
心
配
だ
っ
た
ん
で
す

け
ど
、
基
礎
か
ら
教
え
て
も
ら

え
る
し
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
は

す
ぐ
先
生
に
聞
け
る
環
境
な
の

で
、
自
分
に
で
き
る
か
な
と
い

う
心
配
が
あ
る
人
に
は
、
全
然

余
裕
だ
よ
と
伝
え
た
い
で
す
。

安
藤　

私
は
入
学
す
る
前
に
女

子
が
少
な
い
こ
と

が
不
安
で
し
た
が
、

自
分
の
や
り
た
い

こ
と
が
そ
の
学
科

で
で
き
る
ん
だ
っ

た
ら
女
子
が
少
な

い
か
ら
と
諦
め
な

い
で
ほ
し
い
で
す
。

牧
野　

私
も
、
や

り
た
い
こ
と
を
貫

い
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
進
学
し

て
か
ら
も
不
安
な

こ
と
は
あ
る
だ
ろ

う
か
ら
、
先
生
や
友
達
、
い
ろ

ん
な
人
に
相
談
し
た
ら
い
い
と

思
い
ま
す
。

赤
松　

み
ん
な
、
好
き
な
こ
と

を
選
ん
で
こ
こ
に
来
て
い
る
の

で
、
安
心
し
て
相
談
で
き
る
と

思
い
ま
す
。
個
人
的
に
は
、
基

礎
的
な
数
学
と
物
理
は
ち
ゃ
ん

と
や
っ
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い

よ
と
伝
え
た
い
で
す
（
笑
）。

蝉
塚　

私
も
入
学
す
る
前
は
成

績
が
不
安
だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、

実
際
に
入
っ
た
ら
一
か
ら
教
え

て
く
れ
る
先
生
が
多
か
っ
た
の

で
救
わ
れ
ま
し
た
。
ち
ゃ
ん
と

女
子
の
友
達
も
で
き
た
し
、
少

な
い
で
す
け
ど
男
子
の
友
達
も

で
き
た
の
で
、
こ
こ
に
入
っ
て

本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。

佐
藤　

心
配
事
も
た
く
さ
ん
あ

る
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
入
っ

て
し
ま
え
ば
意
外
と
な
ん
と
か

な
る
の
で
、
勇
気
を
出
し
て
一

歩
踏
み
出
し
て
も
ら
い
た
い
で

す
。
な
ん
と
か
な
り
ま
す
。

横
山　

社
環
の
卒
業
生
の
女
性

や
技
術
者
と
交
流
す
る
こ
と
が

あ
っ
た
と
き
に
、
今
は
女
性
の

技
術
者
も
増
え
て
い
る
か
ら
、

女
性
だ
か
ら
で
き
な
い
っ
て
い

う
こ
と
は
な
い
と
知
り
ま
し
た
。

自
分
は
こ
こ
に
い
て
い
い
ん
だ
、

と
思
え
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
福

利
厚
生
も
す
ご
い
手
厚
い
そ
う

で
す
よ
。

原
田　

工
学
部
は
先
生
と
の
距

離
が
近
い
の
で
何
で
も
気
軽
に

相
談
で
き
る
し
、
女
子
が
少
な

い
か
ら
こ
そ
み
ん
な
と
親
し
く

な
れ
ま
す
。
そ
れ
に
、「
好
き
」

が
一
緒
の
人
に
出
会
え
る
と
い

う
の
が
と
て
も
い
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。
私
は
建
築
が
大
好

き
だ
っ
た
の
で
、
友
達
と
建
築

の
話
を
し
た
り
旅
行
に
行
っ
た

り
と
て
も
楽
し
い
で
す
。
そ
う

い
う
一
生
涯
の
仲
間
に
出
会
え

る
の
が
良
か
っ
た
と
い
う
ふ
う

に
思
え
る
の
で
、
高
校
生
に
も

伝
え
た
い
で
す
。

工学部　社会環境工学科・建築学科・電子情報工学科・生命工学科

「好き」を共有できる仲間と出会えて充実した日々を送る
女子学生が工学部の大学生活を語る

仲
間
や
先
生
が

挑
戦
を
後
押
し
し
て
く
れ
る
環
境

興
味
の
あ
る
こ
と
や

将
来
を
見
据
え
て
理
系
へ

﹁
好
き
﹂の
気
持
ち
を

大
切
に
し
て
ほ
し
い

男
子
の
ほ
う
が
多
く
て

寂
し
い
！　

で
も
︙
︙

建築学科４年

原
はら

田
だ

依
い

吹
ぶき

建築学科３年

牧
まき

野
の

茜
あかね

電子情報工学科４年

赤
あか

松
まつ

清
さや

花
か

電子情報工学科４年

蝉
せみ

塚
づか

樹
じゆ

杏
あん

生命工学科４年

松
まつ

本
もと

里
り

緒
お

菜
な

生命工学科４年

安
あん

藤
どう

凜
り

音
お

社会環境工学科３年

横
よこ

山
やま

彩
あや

音
ね

社会環境工学科３年

佐
さ

藤
とう

優
ゆ

羽
う

※
こ
の
記
事
は
２
回
に
わ
た
る
座
談
会

を
編
集
し
た
も
の
で
す
。

4 学科に関連した製作物など
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日
本
の
議
院
内
閣
制
は
、
実
態
と

し
て
は
「
官
僚
内
閣
制
」
で
あ
る
と

い
う
指
摘
が
あ
り
ま
す
。
首
相
権
限

の
強
化
や
官
邸
主
導
が
模
索
さ
れ

て
き
た
近
年
の
政
治
改
革
は
、
官
僚

の
影
響
力
が
強
い
日
本
型
政
治
の

問
題
点
に
対
応
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
し
た
。
国
民
の
支
持
を
得
た
公

約
に
基
づ
き
、
政
党
が
主
導
す
る
形

で
官
僚
に
行
政
を
委
任
す
る
形
こ

そ
が
、
健
全
に
民
主
主
義
が
機
能
し

て
い
く
た
め
の
カ
ギ
で
し
ょ
う
。
実

は
わ
が
国
の
統
治
構
造
上
の
問
題

は
、
そ
の
多
く
が
官
僚
制
の
あ
り
方

に
起
因
し
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
特
徴
は
、
戦
後
の
日

本
国
憲
法
下
で
突
然
現
れ
た
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
近
代
以
降
長
き

に
わ
た
り
日
本
政
治
は
こ
の
よ
う

な
課
題
に
直
面
し
て
き
た
の
で
す
。

本
書
は
、
近
代
日
本
に
一
時
花
開
い

た
政
党
内
閣
の
時
代
（
１
９
２
４
～

１
９
３
２
年
）
を
対
象
に
、
そ
の
間

政
権
を
担
当
し
た
各
政
党
内
閣
が
、

い
か
に
し
て
官
僚
の
統
合
を
試
み

た
の
か
に
焦
点
を
当
て
て
い
ま
す
。

　

明
治
憲
法
（
大
日
本
帝
国
憲
法
）

下
で
は
、
天
皇
制
の
も
と
で
「
天
皇

の
官
吏
」
た
る
官
僚
が
政
治
を
主
導

し
て
い
ま
し
た
。
議
院
内
閣
制
が

採
用
さ
れ
な
い
ど
こ
ろ
か
、
政
党
内

閣
以
外
の
政
権
が
む
し
ろ
主
流
で

あ
っ
た
憲
法
の
も
と
で
、
政
党
内
閣

が
国
民
の
支
持
を
得
る
た
め
に
は
、

各
省
官
僚
を
人
事
に
よ
っ
て
掌
握

し
、
党
の
政
策
を
実
行
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
こ
う
し

た
動
き
は
、党
派
政
治
が
官
僚
制（
あ

る
い
は
天
皇
制
）
を
か
き
乱
す
も
の

と
し
て
、
強
く
批
判
さ
れ
て
し
ま
っ

た
の
で
す
。
特
に
強
い
危
機
感
を
抱

き
、
政
党
内
閣
の
権
力
拡
張
に
待
っ

た
を
か
け
た
の
が
、
昭
和
天
皇
お
よ

び
そ
の
側
近
で
あ
る
宮
中
で
し
た
。

そ
れ
は
、
政
党
内
閣
制
と
明
治
憲
法

体
制
が
深
刻
な
対
立
を
引
き
起
こ

し
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
構
図
か
ら
、
本
書
で

は
各
政
党
内
閣
が
ど
の
よ
う
な
統

治
構
想
を
描
き
、
ま
た
そ
れ
が
な
ぜ

挫
折
し
た
の
か
を
中
心
に
議
論
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
元
老
西

園
寺
公
望
、
原
敬
内
閣
、
浜
口
雄
幸

内
閣
を
中
心
に
戦
前
政
党
政
治
の

発
展
を
描
く
見
方
を
相
対
化
し
、
元

老
松
方
正
義
、
牧
野
伸
顕
内
大
臣
、

高
橋
是
清
内
閣
、
田
中
義
一
内
閣
、

若
槻
礼
次
郎
内
閣
な
ど
、
こ
れ
ま
で

あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た

人
物
や
内
閣
を
再
評
価
し
て
い
る

点
も
特
徴
で
す
。

　

戦
前
の
政
党
内
閣
期
に
現
れ
た

様
々
な
課
題
は
、
現
代
政
治
に
多
く

の
示
唆
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
政
治

に
関
心
を
持
つ
多
く
の
方
の
目
に

留
ま
れ
ば
幸
い
で
す
。

政
党
内
閣
制
を
多
角
的
な
視
座
か
ら
展
開

を
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本
学
で
活
躍
す
る
専
任
教
員
の

研
究
を
、
そ
の
人
と
な
り
と
と

も
に
紹
介
す
る
「
研
究
室
を
訪

ね
て
」。
第
二
十
回
は
、「
社
会

心
理
学
」
な
ど
の
講
義
を
担
当

す
る
経
営
学
部
の
中
川
裕
美
講

師
の
登
場
で
す
。

ー
ー
研
究
室
に
広
島
東
洋
カ
ー
プ

の
グ
ッ
ズ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
先
生
は
カ
ー
プ
フ
ァ
ン
な

の
で
す
ね
？

中
川

え
え
。
私
は
広
島
県

広
島
市
出
身
で
、
小
学
生
の
頃

か
ら
父
に
連
れ
ら
れ
て
よ
く

カ
ー
プ
の
応
援
に
行
き
ま
し
た
。

２
０
０
９
年
に
現
在
の
「
マ
ツ
ダ

ス
タ
ジ
ア
ム
」
が
完
成
す
る
前
の

市
民
球
場
は
、
古
く
て
観
覧
席

の
角
度
も
急
で
あ
ま
り
人
気
が

な
く
、
女
性
や
子
ど
も
の
姿
は

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
に
カ
ー
プ
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
を
着
た
子
ど
も
の
私
が
行
く

と
、
す
ご
く
誉
め
ら
れ
る
ん
で

す
ね
（
笑
）。
普
段
は
知
ら
な
い

大
人
に
話
し
か
け
ら
れ
る
こ
と

が
あ
ま
り
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
て
い
る
と

仲
間
と
見
な
さ
れ
て
、「
き
ょ
う

の
試
合
ど
う
だ
っ
た
？
」
と
か
、

自
然
と
会
話
が
始
ま
っ
て
交
流

で
き
る
。
試
合
後
は
居
酒
屋
に

集
ま
っ
て
、
カ
ー
プ
が
勝
っ
た

時
は
誰
か
が
そ
の
場
の
人
達
に

焼
き
鳥
を
１
本
ず
つ
奢
っ
て
く

れ
た
り
（
笑
）。

　

一
方
で
、
阪
神
フ
ァ
ン
な
ど
、

他
の
チ
ー
ム
と
は
距
離
が
あ
っ

て
、
ケ
ン
カ
に
な
る
こ
と
も
あ

る
わ
け
で
す
。

ー
ー
そ
れ
が
心
理
学
に
関
心
を
持

た
れ
た
き
っ
か
け
で
す
か
。

中
川

そ
う
で
す
。
心
理
学
と

い
う
と
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど

の
臨
床
心
理
学
を
思
い
浮
か
べ
る

方
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
私
が

社
会
心
理
学
を
専
門
に
選
ん
だ
の

は
、
野
球
の
応
援
を
通
し
て
、
人

は
集
団
に
な
っ
た
時
に
ひ
と
り
の

時
と
は
違
う
行
動
を
と
る
こ
と
に

気
付
い
た
か
ら
で
す
。
そ
れ
と
、

広
島
で
は
平
和
教
育
を
受
け
る
の

で
、
集
団
内
の
親
し
さ
と
集
団
間

の
争
い
に
も
関
心
が
向
い
た
と
い

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ーー
現
在
担
当
さ
れ
て
い
る
授
業

は
心
理
学
概
論
Ⅰ
と
心
理
学
実

験
実
習
、
社
会
心
理
学
Ⅰ
・
Ⅱ
、

同
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
で
す
ね
。

中
川

そ
れ
に
、
後
期
か
ら
は

新
し
く
ス
ポ
ー
ツ
心
理
学
を
担

当
し
ま
す
。
そ
の
内
容
の
１
つ

に
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が

あ
り
ま
す
。

ー
ー
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と

い
う
と
、
ア
ス
リ
ー
ト
が
よ
り

強
く
な
る
た
め
に
自
信
を
つ
け

る
技
法
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

中
川

そ
れ
だ
け
で
な
く
、
記

録
が
出
な
か
っ
た
り
ケ
ガ
を
し

た
り
し
て
落
ち
込
ん
だ
時
に
そ

れ
を
ど
う
捉
え
直
す
か
も
重
要

な
項
目
で
す
。

　

逆
に
、
過
度
な
自
信
や
覚
醒

は
ミ
ス
に
つ
な
が
る
の
で
、
ど

う
や
っ
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
か

や
、
メ
ン
バ
ー
と
ど
う
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い
く

か
な
ど
に
つ
い
て
も
教
え
ま
す
。

ー
ー
ス
ポ
ー
ツ
集
団
に
つ
い
て

は
、
指
導
者
か
ら
選
手
へ
の
過

酷
な
訓
練
強
要
や
集
団
内
の
い

じ
め
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

中
川

え
え
。
女
性
ア
ス
リ
ー

ト
に
起
こ
り
が
ち
な
の
で
す
が
、

減
量
が
求
め
ら
れ
た
り
、
美
し

さ
を
評
価
さ
れ
る
競
技
で
は
、

摂
食
障
害
に
陥
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
そ
こ
か
ら
ク
レ
プ
ト
マ

ニ
ア
（
窃
盗
症
。
お
金
が
な
い

か
ら
盗
む
の
で
は
な
く
、
万
引

き
な
ど
の
行
動
そ
の
も
の
が
や

め
ら
れ
な
い
精
神
疾
患
）
に
な
っ

た
ケ
ー
ス
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。　

　

本
学
に
は
い
ま
せ
ん
が
、
ス

ポ
ー
ツ
推
薦
で
特
待
生
と
し
て

入
学
後
、
そ
の
競
技
を
や
め
た

い
と
思
っ
て
も
、
や
め
る
と
特

待
生
で
な
く
な
り
、
す
る
と
経

済
的
に
行
き
詰
ま
る
た
め
や
め

ら
れ
な
い
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
に

苦
し
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
競
技
ひ
と
筋
だ
っ
た

人
は
、
ケ
ガ
な
ど
で
引
退
す
る

と
ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
崩
壊
し
て
苦

し
む
こ
と
も
。
そ
う
し
た
問
題

が
な
く
て
も
、
ア
ス
リ
ー
ト
は

現
役
時
代
か
ら
セ
カ
ン
ド
キ
ャ

リ
ア
に
つ
い
て
考
え
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
野
球
は
監
督

や
コ
ー
チ
に
な
る
道
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
う
で
は
な
い
競
技
が

多
い
で
す
か
ら
。

ー
ー
現
在
進
め
て
い
る
研
究
の

テ
ー
マ
は
何
で
す
か
。

中
川

同
じ
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
集

団
内
で
の
協
力
行
動
、
具
体
的

に
は
ス
ポ
ー
ツ
フ
ァ
ン
の
集
団

と
、
ス
ポ
ー
ツ
以
外
の
趣
味
の

集
団
と
の
、
協
力
行
動
の
比
較
で

す
。
私
が
お
も
し
ろ
い
と
思
う

の
は
、
同
じ
野
球
チ
ー
ム
の
フ
ァ

ン
同
士
が
助
け
合
う
こ
と
。
お

金
が
関
係
し
て
お
ら
ず
、
抜
け

る
の
も
自
由
な
集
団
で
な
ぜ
親

切
に
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
で

す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
や
行
動
実
験

な
ど
を
通
し
て
わ
か
っ
た
の
は
、

そ
の
親
切
は
、
将
来
も
そ
の
集

団
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
続
け
ら

れ
る
な
ど
の
見
返
り
を
期
待
し

た
投
資
、
あ
る
い
は
保
険
の
よ

う
な
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

ーー
集
団
に
属
し
て
い
る
こ
と
で

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
わ
け
で
す
ね
。

中
川

そ
う
で
す
。
集
団
に
属

さ
な
い
個
人
は
極
端
に
生
存
率

が
下
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ホ
ー

ム
レ
ス
も
そ
う
で
す
が
、
社
会

的
孤
立
は
経
済
的
に
も
社
会
的
、

心
理
的
に
も
窮
地
に
陥
り
や
す

い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

ーー
最
後
に
学
生
の
皆
さ
ん
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

中
川

社
会
心
理
学
の
授
業
で

は
前
期
・
後
期
各
14
回
そ
れ
ぞ

れ
に
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
い
ま

す
。
前
期
は
、
転
売
ヤ
ー
や
ス

ト
ー
カ
ー
被
害
、
詐
欺
と
闇
バ

イ
ト
、
韓
国
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
雑

踏
事
故
や
日
本
で
も
明
石
の
花

火
大
会
で
起
き
た
群
衆
事
故
な

ど
、
学
生
に
も
身
近
な
社
会
問

題
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
30

年
前
に
起
き
た
オ
ウ
ム
真
理
教

に
よ
る
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
を

は
じ
め
、
今
の
新
興
宗
教
の
勧

誘
の
手
口
を
知
ら
な
い
学
生
も

多
い
で
す
。
危
な
い
こ
と
に
巻

き
込
ま
れ
な
い
よ
う
、
心
理
学

を
学
び
、
役
立
て
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

経営学部経営情報学科    

中
な か

川
が わ

裕
ゆ

美
み

講師

【社会心理学】

研究室を
訪ねて Vol.

20

広島修道大学大学院人文科学研究
科心理学専攻博士後期課程修了。博
士（心理学）（広島修道大学）。研究
テーマは、社会集団の協力行動に関
する研究。

中川先生の
プチ解説

　欅坂 46 の「黒い羊」を聴いたことがありますか？ 歌詞
には「真っ白な群れに悪目立ちしている。自分だけが真っ
黒な羊。と言ったって同じ色に染まりたくないんだ。」とい
うフレーズがあります。黒い羊という言葉は心理学領域で
も使われます。私の共同研究では、集団の閉鎖性に着目し
ていじめにつながる黒い羊効果を検討しています。劣った
内集団メンバー（仲間内の黒い羊）を外集団メンバー（よそ者）
より極端に低く評価する一面がいじめと関連し、集団から
の離脱が難しいと起こりやすいと推測しました。調査では、
プロ野球チームのファンを対象にマナーを遵守する／違反
するファン（内集団・外集団メンバー）の印象評価と関係流
動性との関連を見ていきます。関係流動性が低いと集団が
閉鎖的な状況であると判断することができます。いじめを
防止するためにどのように環境を整えていくべきかを明ら
かにしたいと願っています。

集団閉鎖性といじめとの関係

カープグッズに囲まれている中川先生の研究室

カ
ー
プ
フ
ァ
ン
か
ら

集
団
心
理
研
究
の
道
へ

社
会
集
団
に
よ
る「
協
力
」や「
排
除
」の

心
理
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
す
る

第71回 対東北学院大学総合定期戦

バレーボール（女子）の試合

両校の記念撮影
　

６
月
20
～
22
日
の
３
日
間
、

第
71
回
対
東
北
学
院
大
学
総
合

定
期
戦
が
本
学
に
て
行
わ
れ
た
。

こ
れ
は
、
体
育
を
通
じ
て
両
校

の
親
睦
を
図
る
と
と
も
に
、
運

動
精
神
の
昂
揚
と
体
育
実
技
の

向
上
を
目
的
と
し
て
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
る
。

　

札
幌
開
催
と
な
っ
た
今
大
会

は
天
候
に
恵
ま
れ
、
ど
の
競
技

も
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
が
、

健
闘
及
ば
ず
、
東
北
学
院
大
学

が
総
合
優
勝
を
お
さ
め
た
。

　

来
年
は
仙
台
で
開
催
予
定
。

卓球（男子）の試合

公式種目 試合結果
東北学院大 北海学園大

アイスホッケー 11 2
アメリカンフットボール 16 21
羽球（男子） 2 3
剣道 3 2
ゴルフ 1 1
柔道 4 1
準硬式野球 8 4
少林寺拳法 13 8
ソフトテニス（男子） 5 0
弓道（女子） 50 35
弓道（男子） 79 68
卓球（男子） 5 2
ハンドボール 36 44
バレーボール（女子） 3 1
バレーボール（男子） 0 3
ボクシング 1 2
ライフル射撃 1786.6 1776.5
ラクロス（女子） 4 8
ラクロス（男子） 2 5

総合 23 15

オープン種目 試合結果
東北学院大 北海学園大

硬式庭球（男子） 5 4
ソフトテニス（女子） 2 1

第71回 定期戦成績

※勝ち２点、引き分け１点、負け０点
※ 本期間一か月以上前開催及び本期間後開催の種

目は交流戦とする（総合成績に含めない）
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公
認
会
計
士
試
験
に
合
格

学
長
賞
授
与

　

本
学
経
済
学
部
経
済
学
科
２

年
の
遠
藤
諒
汰
さ
ん
が
、
難
関

の
国
家
試
験
の
ひ
と
つ
で
あ
る

公
認
会
計
士
試
験
に
合
格
し

た
。

　

こ
れ
を
称
え
て
、
５
月
14
日

に
関
係
者
同
席
の
も
と
、
森
下

宏
美
学
長
か
ら
学
長
賞
が
授
与

さ
れ
た
。

遠藤諒汰さん（前列左）に学長賞授与

　

留
学
生
が
帰
国
し
た
今
、

少
し
大
袈
裟
に
聞
こ
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
共
に
過

ご
し
た
３
週
間
は
特
別
で
非

日
常
の
よ
う
な
時
間
で
あ
っ

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
う

思
う
の
は
一
緒
に
い
る
の
が

当
た
り
前
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

Ｅ
ｔ
ｈ
ａ
ｎ
と
は
初
日
か
ら

す
ぐ
に
打
ち
解
け
る
こ
と
が

で
き
、
日
本
と
カ
ナ
ダ
の
こ

と
を
沢
山
話
し
ま
し
た
。
彼

は
絵
が
得
意
で
筆
ペ
ン
も
使

い
な
が
ら
イ
ラ
ス
ト
を
描
い

て
く
れ
ま
し
た
。
休
日
は
小

樽
観
光
や
エ
ス
コ
ン
フ
ィ
ー

ル
ド
で
野
球
観
戦
を
し
ま
し

た
！　

Ｅ
ｔ
ｈ
ａ
ｎ
の
住
む

場
所
は
内
陸
地
の
た
め
、
海

か
ら
見
る
夕
日
に
は
と
て
も

感
動
し
て
い
て
、
私
も
北
海

道
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

印
象
的
だ
っ
た
の
は
他
の

留
学
生
や
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー

と
居
酒
屋
に
行
き
、
皆
で

ず
ー
っ
と
英
語
で
話
し
続
け

て
い
た
こ
と
で
す
。
昨
年
私

が
カ
ナ
ダ
に
留
学
で
行
っ
た

と
き
よ
り
も
英
語
を
使
っ
て

聞
い
た
気
が
し
ま
す
。
ま
た

こ
の
交
流
で
同
じ
よ
う
に
国

際
交
流
の
好
き
な
学
生
と
関

わ
る
こ
と
が
で
き
、
英
語
力

は
も
ち
ろ
ん
、
彼
ら
の
行
動

力
に
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

　

最
後
に
一
番
感
謝
を
伝
え

た
い
の
は
家
族
で
す
。
当
初

受
け
入
れ
は
反
対
さ
れ
ま
し

た
が
、
食
事
の
準
備
や
家
事
、

何
よ
り
Ｅ
ｔ
ｈ
ａ
ｎ
が
楽
し

む
こ
と
を
第
一
に

考
え
て
く
れ
ま
し

た
。
見
送
り
の
際

に
母
か
ら
「
沙
樹

が
い
た
か
ら
出
会

え
た
ん
だ
よ
、
あ

り
が
と
う
」と
言
っ

て
も
ら
っ
た
言
葉

に
涙
が
止
ま
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ

の
交
流
の
絆
を
こ

れ
か
ら
も
続
け
た

い
と
思
い
ま
す
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

体
験
記

英
語
を
通
し
て

広
が
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

法
学
部
法
律
学
科
３
年

若わ
か

林ば
や
し

沙さ

樹き

小樽観光をする留学生の Ethan と私（写真右が筆者）

　

工
学
部
建
築
学
科
で
当
岡
本

研
究
室
を
中
心
に
２
０
１
７
年

度
か
ら
実
施
し
て
い
る
沼
田
町

空
き
家
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
活
動

が
今
年
度
も
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　
「
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
・
シ
ェ
ア
ハ

ウ
ス
」
を
テ
ー
マ
に
２
年
が
か

り
で
手
が
け
る
工
程
の
２
年
目

で
す
。
４
月
22
日
は
物
件
の
実

測
後
、
地
域
性
を
デ
ザ
イ
ン
に

反
映
し
た
小
学
校
や
制
作
中
の

あ
ん
ど
ん
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

帰
札
後
、
２
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

改
修
案
を
検
討
し
て
、
５
月
30
日

に
沼
田
町
役
場
に
て
プ
レ
ゼ
ン
で

し
た
。
参
加
者
の
投
票
で
「
異
文

化
交
流
」
を
謳
っ
た
提
案
が
採
用

さ
れ
ま
し
た
。
翌
日
は
採
用
案
に

沿
っ
て
部
分
的
に
解
体
し
、
構
造

材
の
配
置
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

１
巡
目
は
６
月
19
日
か
ら

３
泊
４
日
で
、
不
要
部
分
の
解

体
撤
去
を
行
い
つ
つ
壁
や
床
の

下
地
の
一
部
を
造
り
ま
し
た
。

　

完
成
の
状
態
を
仮
設
で
再
現
し

て
全
員
で
共
有
し
、
明
確
な
目
標

を
持
っ
て
各
々
の
作
業
に
取
り

組
め
る
よ
う
に
と
、
学
生
た
ち
が

自
主
的
に
配
慮
す
る
姿
が
あ
り
ま

し
た
。
迷
い
や
不
安
は
、
役
場
の

建
築
士
さ
ん
に
適
宜
ア
ド
バ
イ
ス

を
も
ら
い
解
消
し
な
が
ら
進
め
て

い
ま
し
た
。
各
所
の
解
体
や
制
作

方
法
の
検
討
か
ら
木
造
在
来
軸
組

構
法
住
宅
の
建
て
ら
れ
方
を
、
身

を
以
て
理
解
し
て
い
ま
し
た
。

　

４
年
生
に
は
、
後
輩
た
ち
が
安

全
に
楽
し
く
色
々
な
作
業
を
経
験

で
き
る
よ
う
役
割
分
担
や
作
業
配

分
に
気
を
配
る
温
か
さ
に
加
え
て
、

自
分
た
ち
も
こ
の
貴
重
な
機
会
を

経
験
し
尽
く
そ
う
と
す
る
静
か
な

熱
量
を
感
じ
ま
し
た
。
工
業
高
校

出
身
の
リ
ー
ダ
ー
は
現
場
の
進
捗

管
理
が
板
に
付
い
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
地
域

ま
ち
づ
く
り
へ
の
貢
献
と
、
学

生
が
実
体
験
を
通
じ
て
建
築
や

地
域
と
向
き
合
う
機
会
の
創

出
を
目
指
す
取
り
組
み
で
す
。

（
執
筆
:
工
学
部
建
築
学
科
教
授

岡
本
浩
一
）

沼
田
町
空
き
家
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
２
５

工 学 部
建築学科
リポート

洋室の押入を解体撤去

床下の状況確認と簡易補修

　

私
が
中
国
語
を
勉
強
し
始

め
た
の
は
、
中
国
の
曲
に
興
味

を
持
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
す
。
初
め
は
中
国
語
特
有

の
発
音
に
心
を
奪
わ
れ
、
そ

の
後
、
た
く
さ
ん
の
中
国
人

と
交
流
す
る
う
ち
に
、「
も
っ

と
深
く
中
国
を
知
り
た
い
」

と
思
う
よ
う
に
な
り
、
中
国

語
の
勉
強
を
始
め
ま
し
た
。

２
０
２
２
年
、
本
学
の
教

授
か
ら
中
国
語
コ
ン
テ
ス

ト
の
紹
介
を
受
け
て
中
国

語
大
会
に
参
加
し
て
自
信

を
得
て
、
翌
年
中
国
へ
語

学
留
学
し
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
た
く
さ
ん
の
経
験
や

人
脈
を
手
に
入
れ
た
の
で
、

本
当
に
い
い
機
会
で
し
た
。

そ
し
て
、
ま
だ

出
場
参
加
の
条

件
を
満
た
し
て

い
た
の
で
、
今

回
の
中
国
語
コ

ン
テ
ス
ト
に
参

加
し
ま
し
た
。

　

本
学
の
先
生
た
ち

の
手
厚
い
ご
指
導
の

お
か
げ
で
、
決
勝
大

会
で
日
本
５
位
を
取

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本

番
で
は
と
て
も
緊
張
し
ま
し

た
が
、
先
生
方
や
ク
ラ
ス
メ
ー

ト
、
日
本
人
の
友
達
、
そ
し

て
中
国
人
の
友
達
の
後

押
し
も
あ
り
、
最
後

ま
で
自
信
を
持
っ
て
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
本
大
会
で
た
く
さ

ん
の
同
じ
く
中
国
語
を

学
ぶ
学
生
や
著
名
な
先

生
方
と
交
流
で
き
た
の

で
、
人
生
の
貴
重
な
糧

に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
中
国
語

の
勉
強
を
続
け
、
常
に

海
外
の
情
報
を
仕
入
れ
、

一
人
前
の
国
際
人
に
な

れ
る
よ
う
に
努
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
同

時
に
、
日
中
の
架
け
橋
と
な

れ
る
よ
う
な
存
在
を
目
指
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

人文学部英米文化学科４年

安
あ

和
わ

陸
りく

人
と

中国語をきっかけに、日中の架け橋へ

私の学び

第 24 回「漢語橋」世界大学生中国語コンテス
ト日本決勝大会でスピーチをする著者

第
６
回
全
日
本
大
学
生
中
国
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
・

第
24
回
﹁
漢
語
橋
﹂
世
界
大
学
生
中
国
語
コ
ン
テ
ス
ト
日
本
予
選
大
会

全
国
大
会
で
優
秀
賞

　

第
６
回
全
日
本
大
学
生
中
国

語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
北
海

道
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
並
び
に
第
24

回
「
漢
語
橋
」
世
界
大
学
生
中

国
語
コ
ン
テ
ス
ト
日
本
予
選
大

会
（
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
）
が
５

月
25
日
、
札
幌
大
学
で
開
催
さ

れ
た
。
前
者
で
は
経
営
学
部
３

年
・
塩
浜
快
斗
さ
ん
が
２
等
賞
、

同
・
岡
田
さ
ち
さ
ん
が
３
等
賞
、

人
文
学
部
３
年
・
西
川
桃
花
さ

ん
が
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
後
者

で
は
人
文
学
部
４
年
・
安
和
陸

人
さ
ん
が
１
等
賞
を
受
賞
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
安
和
さ
ん
が

６
月
21
日
に
法
政
大
学
で
開
催

さ
れ
た
全
国
大

会
に
出
場
し
、

見
事
、
優
秀
賞

を
受
賞
し
た
。

▼
工
学
部
・
楊

教
授
が
優
秀
指

導
教
員
賞
受
賞

　

安
和
さ
ん
の

受
賞
に
伴
い
、

工
学
部
の
楊
安

娜
教
授
が
「
優

秀
指
導
教
員
賞
」

を
受
賞
し
た
。

左から、塩浜快斗さん、岡田さちさん、西川桃花さん、安和陸人さん

　

７
月
上
旬
の
４
日
間
に
わ

た
っ
て
、
学
生
事
業
者
た
ち

に
よ
る
実
験
的
ビ
ジ
ネ
ス
の

実
証
イ
ベ
ン
ト
「
ビ
ジ
ネ
ス
イ

ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
﹃
Ｆ
ｅ

ｓ
！
﹄」
が
本
学
プ
ロ
ム
ナ
ー

ド
（
７
号
館
前
ス
ペ
ー
ス
）
に

て
実
施
さ
れ
ま
し
た
（
７
／

７
～
７
／
10
）。
こ
の
イ
ベ
ン

ト
は
、
本
学
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
支
援
や
課
題
解
決
型
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
全
学

部
か
ら
の
学
生
た
ち
が
、
思

い
思
い
に
自
分
た
ち
の
ビ
ジ

ネ
ス
を
構
想
し
、
そ
れ
を
具

現
化
す
る
こ
と
を
通
じ
て
実

践
を
学
ぶ
、
い
わ
ば
萌
芽
的

ビ
ジ
ネ
ス
の
祭
典
で
す
。

　

今
回
は
、
服
飾
リ
サ
イ
ク

ル
や
豊
富
町
の
地
域
活
性

化
、
ニ
セ
コ
ワ
イ
ス
温
泉
の

魅
力
発
信
の
ほ
か
、
学
生
の

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
彩
る

フ
ー
ド
販
売
な
ど
全
６
事
業

者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ビ
ジ
ネ
ス

を
展
開
し
ま
し
た
。

　

大
学
に
お
け
る
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
支
援
な
ど
プ
ラ
ク

テ
ィ
カ
ル
（
実
践
的
）
な

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
単

に
金
儲
け
と
し
て
の
ビ
ジ
ネ

ス
を
実
現
す
る
の
で
は
な
く
、

そ
れ
が
社
会
課
題
の
解
決
や

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
ど
の
よ

う
に
寄
与
す
る
の
か
と
い
う

観
点
が
非
常
に
重
要
で
す
。

こ
う
し
た
理
由
か
ら
、
本
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
は
「
学
術
と
実

践
の
架
橋
」
を
前
提
と
し
、

そ
の
上
で
自
分
た
ち
の
「
問

い
」
に
対
し
て
ど
の
よ
う

な
「
仮
説
」
を
構
築
で
き
る

か
に
力
点
を
置
い
て
い
ま
す
。

学
生
事
業
者
た
ち
は
こ
の
イ
ベ

ン
ト
ま
で
に
ピ
ッ
チ
や
面
談
、

プ
ロ
ト
タ
イ
プ
の
制
作
を
繰

り
返
し
、
な
ん
と
か
そ
の
実

現
に
こ
ぎ
着
け
て
い
ま
す
。

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
４
日
間
は
無
事
、

盛
況
の
う
ち
に
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
支
援
室
で
は
こ
う
し

た
実
践
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

今
後
も
展
開
し
て
い
く
予
定

で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
興
味
の

あ
る
全
て
の
本
学
学
生
が
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
こ
の
よ
う
な
取

り
組
み
に
ご
理
解
と
ご
支
援

を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

ビジネスインキュベーション『Fes!』
学生事業者たちによる実験的ビジネスの実証イベント

フード販売とニセコワイス温泉の魅力発信ブース

キッチンカーの出店も併催された

　

今
年
度
も
国
際
交
流
サ
ロ
ン

が
主
体
と
な
っ
て
、
北
海
学
園
系

列
校
に
交
換
留
学
生
と
し
て
来

日
し
て
い
る
留
学
生
と
本
学
園

の
学
生
・
生
徒
が
交
流
を
行
う
イ

ベ
ン
ト
で
あ
る
「M

ultilingual 
M

eetup

」
が
開
催
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
最
近
は
留
学
や
海
外

に
興
味
を
持
つ
学

生
に
浸
透
し
て
き

て
お
り
、
参
加
者

数
も
増
え
、
カ
ナ

ダ
・
レ
ス
ブ
リ
ッ

ジ
大
学
か
ら
交
換

学
生
を
受
け
入
れ

た
６
月
10
日
開

催

の
﹃Special 

M
e

e
tu

p

―
English Day

﹄

で
は
過
去
最
大
の

参
加
人
数
で
大

い
に
盛
り
上
が

り
、
あ
っ
と
い
う

間
の
１
時
間
と
な

り
ま
し
た
。
普
段

のEnglish Day

で
は
本
学
学
生
に

フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
と
し
て
協
力

を
い
た
だ
い
て
お

り
、
本
イ
ベ
ン
ト
に
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
存
在
と
し
て
大
活

躍
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
イ
ベ
ン
ト
は
上

記English Day

以

外
にChinese Day

、

Korean Day

も
実
施

し
て
お
り
、
今
年
度
は

更
に
４
月
か
ら
６
月
の

間
、
ロ
シ
ア
協
定
校
で

あ
る
ノ
ボ
シ
ビ
ル
ス
ク

大
学
か
ら
の
交
換
留
学

生
に
協
力
を
い
た
だ
き
、

M
ultilingual Day

と

し
て
多
言
語
を
使
用
し

た
交
流
を
す
る
な
ど
、

様
々
な
地
域
や
言
語
に

興
味
を
持
っ
た
学
生
に

参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
、

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

ま
た
、
系
列
校
の
高
校

生
に
と
っ
て
、
年
齢
が

近
い
先
輩
が
国
際
交
流

に
積
極
的
に
参
加
し
て

い
る
姿
を
直
接
感
じ
る
こ
と
が
大

き
な
刺
激
と
な
っ
て
お
り
、
将
来

の
留
学
計
画
の
具
体
化
な
ど
、
高

校
生
に
と
っ
て
も
ま
た
大
学
生
に

と
っ
て
も
良
い
影
響
を
与
え
合
っ

て
い
る
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

後
期
も
よ
り
多
く
の
学
生
に

興
味
・
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
実
施
を
計
画
し
て
お
り
、

詳
細
な
日
程
等
が
決
ま
り
ま
し

た
ら
、
Ｇ
―
Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｓ
！　

で
周

知
を
い
た
し
ま
す
。
大
学
公
式
Ｘ

で
も
イ
ベ
ン
ト
の
様
子
を
確
認

い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ

る
方
は
フ
ォ
ロ
ー
し
て
く
だ
さ

い
。
会
場
は
豊
平
校
舎
教
育
会
館

２
階
の
学
園
オ
ー
プ
ン
ラ
ウ
ン

ジ
で
す
の
で
、
多
く
の
皆
様
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

「Special Meetup―English Day」の集合写真

留学生との交流会「Multilingual Meetup」

「Meetup English Day」の様子
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５
月
11
日
に
北
海
道
大
学
で

行
わ
れ
た
第
70
回
北
海
道
学
生

剣
道
選
手
権
大
会
に
本
学
剣
道

部
が
出
場
し
て
川
瀬
錬
さ
ん
（
法

学
部
４
年
）、
佐
藤
翼
さ
ん
（
法

学
部
１
年
）
の
２
名
が
３
位
の

成
績
を
収
め
、
全
国
大
会
へ
の

出
場
を
決
め
た
。
７
月
５
日
・

６
日
に
日
本
武
道
館
で
全
国
大

会
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
健
闘

し
た
。

剣
道
部

全
国
大
会
出
場

剣道部のメンバー

　

５
月
18
日
に
北
海
き
た
え
ー

る
で
開
催
さ
れ
た
北
海
道
学
生

柔
道
優
勝
大
会
に
お
い
て
、
本

学
柔
道
部
が
男
女
と
も
に
団
体

戦
で
３
位
に
入
賞
し
、
全
国
大

会
へ
の
出
場
を
決
め
た
。
男
子

の
全
国
大
会
出
場
は
10
年
連
続

と
な
る
。

　

全
国
大
会
は
６
月
28
日
・
29

日
に
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
、

男
女
と
も
に
健
闘
し
た
。

柔
道
部
男
女
と
も
に

全
国
大
会
出
場

柔道部のメンバー

　

多
種
多
様
な
業
界
で
活
躍
す

る
同
窓
生
を
リ
レ
ー
形
式
で
連

載
し
て
い
る
「
人
脈
記
」。
前
回

登
場
の
大
友
幹
人
さ
ん
が
、
株

式
会
社
山
大
小
林
商
店
の
代
表
、

小
林
泰
弘
さ
ん
を
紹
介
し
て
く

れ
た
。

■　
　

■　
　

■

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
と
日
本
海
に

面
し
て
い
る
日
本
最
北
の
地
、

稚
内
。
創
業
か
ら
70
年
以
上
の

長
い
歴
史
を
持
つ
山
大
小
林
商

店
は
、
北
海
道
の
恵
み
豊
か
な

魚
介
を
提
供
す
る
鮮
魚
卸
事
業

や
、
伝
統
の
技
と
最
新
技
術
を

融
合
さ
せ
た
水
産
食
品
の
製
造

加
工
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
現

在
、
代
表
取
締
役
社
長
と
し
て

会
社
を
支
え
て
い
る
の
は
、
小

林
泰
弘
さ
ん
40
歳
。

　

小
林
さ
ん
は
高
校
卒
業
ま
で

稚
内
で
暮
ら
し
、
両
親
か
ら
「
大

学
を
受
験
し
た
い
な
ら
援
助
を

す
る
よ
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
得
意
だ
っ

た
数
学
が
受
験
科
目
に
あ

る
本
学
を
選
択
し
た
。

　

入
学
し
て
早
々
に
、「
格

好
良
く
見
え
た
」
と
い
う

ラ
ク
ロ
ス
部
に
入
部
。
部

活
動
に
お
金
が
か
か
る
た

め
、
居
酒
屋
で
の
ア
ル
バ

イ
ト
も
始
め
た
。
朝
７
時
か

ら
部
活
動
、
大
学
で
授
業

を
受
け
た
あ
と
、
夜
６
時

か
ら
深
夜
１
時
ま
で
ア
ル

バ
イ
ト
を
す
る
日
々
。「
楽

し
い
こ
と
を
し
て
い
る
と
、

睡
眠
不
足
で
も
動
け
る
も

の
な
ん
だ
」
と
感
じ
る
ほ

ど
充
実
し
て
い
た
と
い
う
。

部
活
動
は
１
年
で
辞
め
た

が
、
ア
ル
バ
イ
ト
は
任
さ
れ
る

仕
事
が
増
え
て
い
き
、
ま
す
ま

す
楽
し
く
な
っ
て
卒
業
ま
で
続

け
た
。

　

卒
業
時
期
は
就
職
氷
河
期
。

Ｉ
Ｔ
業
や
銀
行
な
ど
、
様
々
な

企
業
の
採
用
試
験
を
受
け
た
。

そ
ん
な
時
、

稚
内
を
離

れ
て
い
た

兄
か
ら
「
将

来
的
に
は

稚
内
に
帰

り
、
家
業

を
継
い
で

ほ
し
い
」

と
頼
ま
れ

た
。
両
親

へ
の
恩
返

し
を
考
え

て
い
た
小

林
さ
ん
は
、

父
が
社
長

を
し
て
い

た
山
大
小

林
商
店
を

継
ぐ
こ
と
を
決
意
。
水
産
大
卸

の
会
社
に
就
職
し
、
２
年
間
の

修
行
の
あ
と
実
家
へ
戻
り
、
家

業
を
継
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
。

　

自
然
を
相
手
に
す
る
水
産
加

工
業
は
大
変
な
こ
と
が
多
い
。

「
魚
は
３
、４
年
の
周
期
で
獲
れ

る
種
類
が
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
る
の

で
、
そ
れ
を
読
む
の
が
難

し
い
」
と
言
う
。

　

昨
今
の
人
件
費
、
燃
料

費
、
資
材
費
等
の
高
騰
も

単
純
に
価
格
に
転
嫁
す
る

こ
と
は
難
し
く
、「
そ
う
す

る
と
お
客
さ
ん
に
納
得
し

て
も
ら
え
な
い
の
で
、
魚

が
売
れ
な
く
な
っ
て
し
ま

う
」
と
悩
み
は
尽
き
な
い
。

　

そ
れ
で
も
小
林
さ
ん
が

こ
の
仕
事
を
続
け
る
の
は
、

自
ら
に
課
し
て
い
る
使
命

が
あ
る
か
ら
だ
。「
鮮
魚
卸

事
業
が
割
合
的
に
も
売
り

上
げ
的
に
も
多
い
ん
で
す

が
、
今
一
番
力
を
入
れ
て

い
る
の
は
真
鱈
を
干
し
て

作
る
棒
鱈
（
ぼ
う
だ
ら
）
で
す
。

棒
鱈
は
お
も
に
関
西
の
お
節
料

理
や
、
伝
統
的
な
京
料
理
に
使

わ
れ
ま
す
が
、
全
国
で
も
気
候

が
適
し
て
い
る
稚
内
の
３
社
し

か
作
っ
て
い
な
い
ん
で
す
。
製

品
加
工
は
ほ
ぼ
手
作
業
で
時
間

と
手
間
が
か
か
る
も
の
で
す
が
、

貴
重
な
食
材
で
あ
る
棒
鱈
を
作

り
続
け
、
更
に
広
め
て
い
く
た

め
に
商
品
開
発
や
売
り
方
を
変

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
が
今
の
私
の
使
命

で
す
」

　
「
誠
実
・
信
用
・
謙
虚
・
感
謝

が
仕
事
に
は
最
も
大
切
な
サ
イ

ク
ル
だ
」
と
父
親
が
よ
く
口
に

し
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
言
葉

を
胸
に
、
こ
れ
か
ら
も
努
力
を

続
け
て
い
く
。

[
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
]
２
０
０
７
年
北
海
学
園
大

学
経
営
学
部
卒
業
。
水
産
大
卸
の
会
社
に
就
職

し
、
２
０
０
９
年
株
式
会
社
山
大
小
林
商
店
に

入
社
。
現
在
、
代
表
取
締
役
社
長
。

北海道の新鮮な海の幸を全国へ

学園学園人人脈記脈記第32 回

株式会社 山大小林商店

代表取締役社長 小
こ

林
ばやし

泰
や す

弘
ひ ろ

 氏
経営学部経営学科 2006 年度卒・1 期生

（
株
）
山
大
小
林
商
店
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら

礼文島での教員生活を満喫

礼文町

地
域
の

  

現
場
か
ら

　

近
所
の
憧
れ
の
先
輩
が
学
校

の
先
生
だ
っ
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
、
国
語
教
師
を
目
指
し
た

木
村
さ
ん
。
自
分
自
身
を
「
平

均
点
は
取
れ
る
け
れ
ど
、
一
番

に
は
な
れ
な
い
器
用
貧
乏
」
だ

と
思
っ
て
い
た
が
、
自
分
と
同

じ
よ
う
に
"
普
通
"
な
生
徒
に

寄
り
添
う
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
、
と
教
職
課
程
が
強
み
で
あ

る
本
学
に
入
学
し
た
。

　

田
中
綾
先
生
の
文
学
の
ゼ
ミ

が
印
象
に
残
っ
て
い
る
と
い
う
。

小
説
や
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
書

く
経
験
は
楽
し
く
、
学
部
報
の

表
紙
に
コ
ピ
ー
が
採
用
さ
れ
た

こ
と
も
あ
る
。

　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ス

タ
ッ
フ
を
す
る
サ
ー
ク
ル
に
所

属
し
た
経
験
は
、
高
校
生
が
何

に
興
味
を
持
つ
か
を
考
え
る
機

会
に
な
り
、
高
校
教
師
と
い
う

現
在
の
仕
事
に
も
活
か
さ
れ
て

い
る
。

　

教
員
採
用
試
験
に
合
格
後
、

様
々
な
噂
か
ら
赴
任
先
を
予
想

し
て
い
た
が
、
全
く
想
定

外
の
礼
文
へ
決
ま
っ
た
。

礼
文
高
校
は
各
学
年
１
ク

ラ
ス
ず
つ
で
、
２
年
生
の

副
担
任
と
し
て
ホ
ー
ム

ル
ー
ム
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、

担
任
の
サ
ポ
ー
ト
も
行
う
。

国
語
の
先
生
は
木
村
さ
ん

の
み
の
た
め
、
全
学
年
計

５
科
目
を
担
当
す
る
。
５

科
目
の
プ
リ
ン
ト
作
り
な

ど
大
変
な
こ
と
も
多
い
が
、

生
徒
は
熱
心
に
国
語
を
学

び
、
同
僚
の
先
生
方
の
手

助
け
も
あ
っ
て
充
実
し
た

日
々
を
送
っ
て
い
る
。「
先
生
方

に
誘
っ
て
も
ら
っ
て
、
初
め
て

釣
り
や
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
や
り

ま
し
た
。
放
課
後
に
は
町
民
の

皆
さ
ん
と
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
す

る
こ
と
も
。
セ
コ
マ
も
あ
っ
て

思
っ
て
い
た
よ
り
田
舎
で
は
な

い
で
す
が
、
虫
が
苦
手
な
の
で

そ
こ
は
生
徒
た
ち
に
助
け
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
（
笑
）」。

　

学
校
に
は
地
元
の
子
も
、

島
留
学
を
し
て
い
る
道
外

の
子
も
い
る
が
、
素
直
な

生
徒
が
多
く
み
ん
な
で
仲

良
く
し
て
い
る
と
い
う
。

生
徒
の
生
活
を
近
く
で
見

守
る
こ
と
が
で
き
る
の
は

島
な
ら
で
は
の
良
さ
だ
。

　
「
人
文
学
は
文
学
を
文
化

や
歴
史
な
ど
と
共
に
学
び

ま
す
。
知
ら
な
い
こ
と
を

自
分
で
調
べ
る
う
ち
に
、

色
々
な
こ
と
に
興
味
を
持

つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。
国

語
は
将
来
何
の
役
に
立

つ
？　

と
思
う
学
生
も
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
毎
日
の
授

業
を
大
切
に
受
講
し
て
ほ
し
い

で
す
。
私
は
国
語
教
師
に
な
っ

て
本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
」

北海道礼文高等学校

教諭  木
き

村
む ら

日
ひ

和
よ り

氏
人文学部日本文化学科
2024 年度卒・29 期生

的
な
山
岳
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

道
内
の
困
難
な
山
々
を
登
り
技

術
を
研
鑽
し
た
も
の
で
す
。
卒
業

後
は
Ｏ
Ｂ
と
し
て
活
動
し
続
け
、

利
尻
山
や
芦
別
岳
、
大
雪
山
な

ど
、
ま
だ
誰
も
登
っ
て
い
な
い

岩
壁
や
岩
稜
を
登
攀
し
て
大
き

な
記
録
を
残
す
こ
と
が
で
き
た

幸
せ
な
時
代
で
し
た
。
海
外
も

コ
ー
カ
サ
ス
山
脈
の
峻
峰
に
出

か
け
て
２
０
０
０
ｍ
に
及
ぶ
大

岩
壁
を
登

攀
す
る
な

ど
、
青
春

時
代
の
困
難
な
登
攀
を
拙
著
﹃
素

晴
ら
し
き
幸
運
な
登
攀
﹄
に
書

　

法
学
部
は
今

年
で
開
基
60
周

年
を
迎
え
ま
す

が
、
私
は
そ
の

Ⅱ
部
法
学
部
の

第
１
期
生
で
あ

り
ま
す
。
入
学

後
直
ぐ
に
登
山

の
サ
ー
ク
ル
で
あ
る
北
海
岳
友

会
に
入
部
し
ま
し
た
。
岳
友
会

は
働
き
な
が
ら
学
ぶ
Ⅱ
部
学
生

と
Ｏ
Ｂ
が
一
緒
に
活
動
す
る
ク

ラ
ブ
で
、
こ
の
特
異
な
形
態
は
全

国
的
に
も
珍
し
く
、
現
在
も
こ
の

形
を
保
っ
た
ま
ま
活
動
を
続
け

て
お
り
ま
す
。
先
輩
か
ら
本
格

き
綴
り
出
版
し
ま
し
た
。

　

ヒ
マ
ラ
ヤ
も
当
時
地
図
の
空

白
部
と
言
わ
れ
た
西
ネ
パ
ー
ル

に
入
っ
て
、
探
検
的
要
素
の
強

い
遠
征
で
６
０
０
０
ｍ
の
未
踏

峰
に
初
登
頂
を
果
た
し
、
会
創

立
20
周
年
で
は
ア
ラ
ス
カ
の
高

峰
に
大
挙
し
て
出
か
け
た
も
の

で
す
。

　

後
年
は
垂
直
か
ら
水
平
へ
と

登
山
の
ス
タ
イ
ル
を
変
更
し
て
、

北
海
道
の
１
５
０
０
ｍ
以
上
の

高
峰
１
５
０
座
を
夏
と
冬
の
両

シ
ー
ズ
ン
に
登
頂
を
成
し
遂
げ

ま
し
た
。
こ
れ
が
評
価
さ
れ
北

海
道
山
岳
連
盟
か
ら
功
績
者
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は

拙
著
﹃
道
内
の
高
峰
・
夏
冬
登
頂
﹄

に
ま
と
め
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、

道
内
や
本
州
の
山
は
も
と
よ
り
、

海
外
の
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
や

サ
ハ
リ
ン
、
モ
ン
ゴ
ル
、
キ
ル

ギ
ス
の
辺
境
の
山
々
を
歩
き
回

り
、
50
周
年
で
は
中
国
崑
崙
の

高
峰
に
顧
問
と
と
も
に
遠
征
も

し
ま
し
た
。

　

東
川
町
に
大
雪
山
ア
ー
カ
イ

ブ
ス
と
い
う
大
雪
山
関
連
の
資

料
館
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
で

私
の
登
山
に
影
響
を
与
え
た
図

書
等
の
企
画
展
「
ク
ラ
イ
マ
ー

京
極
紘
一
と
北
海
道
１
５
０
座
」

を
今
年
開
催
、
私
の
登
山
人
生

の
最
後
を
飾
る
よ
う
な
催
し
は

嬉
し
い
も

の
で
し
た
。

　

北
海
岳

友
会
と
と
も
に
歩
み
続
け
た
私

の
登
山
は
、
生
活
の
一
部
で
あ
り

人
生
そ
の
も
の
で
あ
っ
て
「
登
山

は
生
涯
学
習
」
と
位
置
づ
け
て
、

81
歳
の
今
も
ひ
孫
の
よ
う
な
現

役
学
生
と
登
っ
て
お
り
ま
す
。

　

北
海
岳
友
会
は
こ
れ
ま
で
遭

難
事
故
を
起
こ
す
こ
と
な
く
無

事
故
で
来
年
の
創
立
70
周
年
を

迎
え
ま
す
が
、
そ
の
会
員
で
あ

る
こ
と
を
誇
り
に
祝
い
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

公認山岳スポーツ指導者

文： 京
きょう

極
ご く

紘
こ う

一
い ち

法学部法律学科
1966 年卒・Ⅱ 1 期生

登
山
は
生
涯
学
習（
北
海
岳
友
会
と
共
に
）

　

６
月
10
日
～
16
日
に
行
わ
れ

た
北
海
道
地
区
準
硬
式
野
球
一

部
リ
ー
グ
大
会
（
札
幌
市
円
山

球
場
）
に
お
い
て
、
本
学
準
硬
式

野
球
部
が
３
勝
２
分
と
い
う
好
成

績
で
優
勝
し
た
。
石
山
蓮
さ
ん
が

ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
、
藤
川
真
生
さ
ん

が
最
優
秀
選
手
な
ど
、
複
数
の
選

手
が
個
人
賞
を
受
賞
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
８
月
19
日
～

24
日
に
行
わ
れ
た
文
部
科
学
大

臣
杯
第
77
回
全
日
本
大
学
準
硬

式
野
球
選
手
権
大
会
（
札
幌
市

円
山
球
場
ほ
か
）
に
出
場
し
た
。

準硬式野球部のメンバー

準
硬
式
野
球
部

全
国
大
会
出
場

　

本
学
バ
ー
ベ
ル
ク

ラ
ブ
の
布
施
翔
太
さ

ん
（
経
済
学
部
４

年
）、
氏
家
昂
弥
さ

ん
（
法
学
部
４
年
）、

佐
藤
太
河
さ
ん
（
工

学
部
３
年
）
の
３
名

が
、
２
０
２
５
年

５
月
に
開
催
さ
れ
た

ア
ジ
ア
大
学
生
パ

ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権
大
会

に
全
日
本
学
生
代
表
と
し
て
出
場

し
、
全
員
が
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る

と
い
う
快
挙
を
遂
げ
た
。
さ
ら
に

布
施
さ
ん
は
、
Ｕ
23
日
本
代
表
と

し
て
、
７
月
に
開
催
さ
れ
た
ア
ジ

ア
ン
・
ア
フ
リ
カ
ン
・
パ
シ
フ
ィ
ッ

ク
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権

大
会
へ
出
場
し
、
見
事
総
合
第
３

位
の
成
績
を
収
め
た
。

　

ア
ジ
ア
選
手
権
の
結
果
は
以

下
の
通
り
。

■
布
施
翔
太
さ
ん
／
男
子
ク
ラ

シ
ッ
ク
部
門
83
㎏
級
ス
ク
ワ
ッ

ト
第
１
位

■
氏
家
昂
弥
さ
ん
／
男
子
エ
ク

イ
ッ
プ
部
門
83
㎏
級
ベ
ン
チ
プ

レ
ス
第
１
位

■
佐
藤
太
河
さ
ん
／
男
子
ク
ラ

シ
ッ
ク
部
門
１
２
０
㎏
級
総
合

第
１
位

　

こ
れ
を
称
え
て
６
月
17
日
に

関
係
者
同
席
の
も
と
、
バ
ー
ベ

ル
ク
ラ
ブ
の
３
名
に
森
下
宏
美

学
長
か
ら
学
長
賞
が
授
与
さ
れ

た
。

バ
ー
ベ
ル
ク
ラ
ブ

３
名
が
ア
ジ
ア
大
会
で
メ
ダ
ル
獲
得

前列左から佐藤太河さん、森下宏美学長、布施翔太さん、氏
家昂弥さん。後列左から片野景祐大学院事務部長、須田一弘
副学長、杉山匡事務部長。

学
長
賞
授
与



2025年（令和7年）9月1日 第143号 （8）

【
求
人
の
動
向
に
つ
い
て
】

　

２
０
２
５
年
７
月
１
日
現
在
、
本

学
に
求
人
票
を
提
出
し
て
い
る
企

業
数
は
１
２
、９
４
８
社
で
、
前
年

同
時
期
の
１
１
、４
７
４
社
よ
り
増

加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
株
式
会

社
リ
ク
ル
ー
ト
の
調
査
に
よ
る
と
、

２
０
２
６
年
卒
の
大
卒
求
人
倍
率
は

１
・
６
６
倍
で
、
２
０
２
５
年
卒
の

１
・
７
５
倍
か
ら
０
・
０
９
ポ
イ
ン
ト

低
下
し
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
堅
調

な
採
用
意
欲
が
み
ら
れ
ま
す
。
依
然

と
し
て
学
生
優
位
の「
売
り
手
市
場
」

が
継
続
し
て
お
り
、
特
に
情
報
・
通

信
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
を
中
心
に
高
い

採
用
意
欲
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

北
海
道
内
に
お
い
て
も
、
観
光
業

の
回
復
や
半
導
体
関
連
企
業
の
進
出

な
ど
地
域
経
済
の
活
性
化
に
伴
い
、

新
卒
採
用
の
動
き
は
活
発
で
す
。
Ｕ

タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
の
学
生
に

と
っ
て
は
、
地
元
企
業
へ
の
就
職
機

会
が
豊
富
で
、
多
様
な
選
択
肢
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
全
国
的
な
傾
向
と
同
様
に
、

北
海
道
内
企
業
で
も
初
任
給
の
引
き

上
げ
や
福
利
厚
生
の
充
実
な
ど
、
人

材
確
保
に
向
け
た
待
遇
改
善
の
動
き

が
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
優
秀

な
人
材
を
獲
得
・
定
着
さ
せ
た
い
と

い
う
企
業
の
強
い
意
思
の
表
れ
で
あ

り
、
学
生
に
と
っ
て
は
よ
り
良
い
条

件
で
就
職
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
が
広

が
っ
て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
う
し
た
状
況
は
、
２
０
２
６
年

卒
の
皆
さ
ん
が
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
プ

ラ
ン
を
描
き
、
希
望
す
る
企
業
や
職

種
を
選
ぶ
う
え
で
有
利
に
働
く
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
企
業
研
究
を
積
極
的

に
進
め
、
自
分
の
強
み
を
ア
ピ
ー
ル

し
て
納
得
の
い
く
就
職
活
動
を
展
開

し
ま
し
ょ
う
。

【
こ
れ
か
ら
の
就
活
に
つ
い
て
】

　

ま
だ
内
定
が
な
い
方
も
、
こ
れ
か

ら
が
就
職
活
動
の
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト

で
す
。
ま
ず
は
志
望
業
界
・
企
業
に

つ
い
て
、
ビ
ジ
ョ
ン
や
社
風
、
求
め

る
人
材
像
な
ど
を
し
っ
か
り
調
べ
、

自
分
に
合
っ
た
企
業
を
見
極
め
ま

し
ょ
う
。
そ
の
上
で
、
自
己
Ｐ
Ｒ
や

志
望
動
機
を
整
理
し
、
自
分
ら
し
さ

を
伝
え
る
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
準

備
し
て
く
だ
さ
い
。
面
接
練
習
も
忘

れ
ず
に
行
い
、
緊
張
せ
ず
話
せ
る
よ

う
備
え
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
本
学
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
、
来
訪
企
業
や
面
談
記

録
を
ミ
ナ
ト
コ
ム
（
Ｗ
ｅ
ｂ
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
）
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
業

種
検
索
や
企
業
比
較
に
活
用
し
、
企

業
研
究
を
深
め
て
く
だ
さ
い
。
秋
冬

も
採
用
活
動
を
続
け
る
企
業
は
多
く

あ
り
ま
す
。
焦
ら
ず
、
自
分
に
合
っ

た
進
路
を
あ
き
ら
め
ず
に
探
し
続
け

ま
し
ょ
う
。
相
談
が
あ
れ
ば
、
い
つ

で
も
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
。

皆
さ
ん
の
就
活
を
全
力
で
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。

　

２
０
２
７
年
３
月
卒
業
予
定
の
皆

さ
ん
、
就
職
活
動
は
も
う
始
ま
っ
て

い
ま
す
。「
ま
だ
早
い
か
な
？
」
と

思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
早
期
に

行
動
を
起
こ
す
こ
と
が
、
納
得
の
い

く
未
来
へ
と
繋
が
り
ま
す
。

早
期
化
す
る
内
定
取
得
の
現
状

　
「
決
定
就
職
先
の
内
定
（
内
々

定
）
取
得
時

期
（
２
０
２
５

年
３
月
卒
業

生
ア
ン
ケ
ー

ト
よ
り
）」
の

円
グ
ラ
フ
を

ご
覧
く
だ
さ

い
。
２
０
２
５

年
３
月
卒
業
生

の
場
合
、
最
も

内
定
取
得
者
が

多
か
っ
た
の
は

「
４
年
生
８
月
」

で
す
が
、
注
目

す
べ
き
は
「
３

年
生
」
の
う
ち

に
約
16
％
も
の

学
生
が
内
々
定

を
獲
得
し
て
い

る
点
で
す
。
こ

れ
は
、
民
間
企

業
に
お
け
る
夏

季
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
か
ら
の

早
期
選
考
が
加
速
し
て
い
る
現
状
を

明
確
に
示
し
て
い
ま
す
。

民
間
企
業
：

早
期
選
考
の
波
に
乗
ろ
う
！

　

こ
の
デ
ー
タ
が
示
す
よ
う
に
、
近

年
、
民
間
企
業
で
は
夏
季
休
暇
中
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
か
ら
の
早
期
選

考
が
加
速
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

企
業
が
優
秀
な
学
生
と
早
く
出
会
い

た
い
と
い
う
意
思
の
表
れ
で
あ
り
、

皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
興
味
あ
る
企

業
に
深
く
触
れ
、
自
分
に
合
っ
た
職

場
を
見
つ
け
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で

す
。

　

こ
の
波
に
乗
る
に
は
、
ま
ず
自
己

分
析
で
自
分
の
強
み
や
価
値
観
、
将

来
像
を
明
確
に
し
ま
し
ょ
う
。次
に
、

業
界
分
析
で
興
味
あ
る
業
界
の
動
向

や
求
め
ら
れ
る
ス
キ
ル
を
理
解
し
、

具
体
的
な
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
を
描
く

こ
と
が
重
要
で
す
。
日
々
の
経
験
か

ら
自
分
の
「
持
ち
味
」
を
見
つ
け
て

く
だ
さ
い
。
２
０
２
７
年
卒
で
は
個

人
の
ス
キ
ル
や
経
験
が
重
視
さ
れ
る

傾
向
が
さ
ら
に
強
ま
り
ま
す
。
学
業

以
外
の
経
験
や
多
様
な
交
流
で
培
っ

た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
も
強

力
な
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま

す
。

公
務
員
：

多
様
化
す
る
試
験
と
高
ま
る
人
気

　

都
市
部
を
中
心
に
人
気
の
公
務

員
。
試
験
は
筆
記
と
面
接
が
主
で
す

が
、
最
近
は
民
間
企
業
で
用
い
ら
れ

る
Ｓ
Ｐ
Ｉ
３
や
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ａ
な
ど
の
適

性
試
験
も
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
日

頃
か
ら
新
聞
や
問
題
集
で
基
礎
能
力

を
対
策
し
ま
し
ょ
う
。
面
接
で
は
、

自
己
Ｐ
Ｒ
や
志
望
動
機
、
困
難
克
服

経
験
を
具
体
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
伝

え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
公
務
員
志

望
の
学
生
に
は
、
地
域
課
題
へ
の
主

体
的
な
姿
勢
が
よ
り
一
層
求
め
ら
れ

ま
す
。

自
分
ら
し
い
キ
ャ
リ
ア
を

見
つ
け
る
た
め
に

　

民
間
企
業
と
公
務
員
で
は
選
考
プ

ロ
セ
ス
が
異
な
り
ま
す
が
、
最
も

大
切
な
の
は
「
自
分
が
ど
の
よ
う
な

キ
ャ
リ
ア
を
歩
み
た
い
の
か
」「
ど

ん
な
働
き
方
を
求
め
て
い
る
の
か
」

を
深
く
考
え
る
こ
と
で
す
。
就
職
活

動
は
自
分
自
身
を
見
つ
め
直
す
貴
重

な
機
会
で
す
。こ
の
機
会
を
活
か
し
、

可
能
性
を
広
げ
、
納
得
の
い
く
未
来

を
掴
み
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

２
０
２
８
年
３
月
卒
業
予
定
の
皆

さ
ん
、
就
職
活
動
は
ま
だ
先
と
思
う

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
２
年
生
か
ら

の
準
備
が
希
望
の
進
路
に
大
き
く
つ

な
が
り
ま
す
。
ま
ず
は
自
己
分
析
を

行
い
、
自
分
の
強
み
や
興
味
、
将
来

像
を
具
体
的
に
描
き
ま
し
ょ
う
。
業

界
研
究
や
企
業
の
オ
ー
プ
ン
・
カ
ン

パ
ニ
ー
へ
の
参
加
を
通
じ
て
、
興
味

の
あ
る
分
野
を
見
つ
け
る
こ
と
も
大

切
で
す
。

　

さ
ら
に
、
語
学
力
や
Ｉ
Ｔ
ス
キ

ル
な
ど
の
習
得
に
早
く
か
ら
取
り

組
む
こ
と
で
、
選
択
肢
が
広
が
り

ま
す
。
企
業
は
「
考
え
て
行
動
す

る
力
」
や
「
多
様
な
価
値
観
を
受

け
入
れ
る
姿
勢
」
を
重
視
し
て
お

り
、
２
年
生
の
う
ち
に
多
様
な
経

験
を
積
む
こ
と
が
将
来
の
強
み
に

な
り
ま
す
。

キャリア支援センター就活情報

４
年
生

就
活
情
報

３
年
生

こ
れ
か
ら
の
就
活

２
年
生

こ
れ
か
ら
の
就
活

決定就職先の内定（内々定）取得時期
（2025年３月卒業生アンケートより）

４年生８月
18%

３年生
16%

４年生５月
14%４年生６月

10%

４年生４月
10%

４年生７月
9%

４年生 10 月
8%

４年生 11月　3%
４年生 12 月以降　6%

４年生９月　6%

　

ミ
ニ
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

は
道
内
６
都
市
に
て
、
日
ご
ろ

の
疑
問
・
質
問
を
解
消
し
て
い

た
だ
く
も
の
と
し
て
実
施
す
る

大
学
所
在
地
の
札
幌
以
外
で
行

う
本
学
単
独
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

今
年
度
も
４
日
間
で
計
６
都
市

で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

内
容
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

「
大
学
／
保
護
者
向
け
説
明
会
、

在
学
生
オ
ン
ラ
イ
ン
Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｋ 

Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
、
入
試
制
度
説
明
会
の

ほ
か
、
パ
ネ
ル
展
示
、
個
別
相
談
・

資
料
配
布
」
で
し
た
。
こ
ち
ら

も
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
来
場
い

た
だ
き
ま
し
た
。

【
開
催
会
場
】

６
月
７
日
（
土
）
北
見
／
北
見

市
民
会
館
、
６

月
８
日
（
日
）
旭

川
／
旭
川
北
洋
ビ

ル
、
６
月
14
日

（
土
）
函
館
／
亀

田
交
流
プ
ラ
ザ
、

帯
広
／
と
か
ち
プ

ラ
ザ
、
６
月
15
日

（
日
）
室
蘭
／
室

蘭
市
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
・
き
ら
ん
、

釧
路
／
ま
な
ぼ
っ

と
幣
舞

　

今
年
の
開
催
は
、
春
・
夏
・

秋
・
冬
と
季
節
ご
と
に
年
４
回

の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
開

催
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
そ

の
第
１
回
目
と
な
る
イ
ベ
ン
ト

を
６
月
22
日
（
日
）、
第
２
回
は

８
月
９
日
（
土
）
と
10
日
（
日
）

に
豊
平
キ
ャ
ン
パ
ス
と
山
鼻

キ
ャ
ン
パ
ス
で
実
施
し
ま
し
た
。

各
日
、
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ま
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

文
系
学
部
（
経
済
・
経
営
・
法
・

人
文
の
４
つ
の
学
部
）
が
あ
る
豊

平
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、「
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
、
学
部
別
イ

ベ
ン
ト
、
入
試
説
明
会
、
文
系

学
部
説
明
、
保
護
者
向
け
説
明

会
、在
学
生
イ
ベ
ン
ト
」
の
ほ
か
、

「
学
内
ツ
ア
ー
、
サ
ー
ク
ル
イ
ベ

ン
ト
、
パ
ネ
ル
展
示
、
個
別
相

談
会
、
学
食
体
験
」
の
内
容
で

行
い
ま
し
た
。

　

理
系
学
部
（
工
学
部
）
の
あ
る

山
鼻
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
は
、

「
学
科
合
同
説
明
会
、
学
科
別
の

体
験
イ
ベ
ン
ト
・
シ
ョ
ー
ル
ー

ム
」
の
ほ
か
、「
入
試
説
明
会
、

学
食
体
験
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
山
鼻
キ
ャ
ン
パ
ス
と
豊

平
キ
ャ
ン
パ
ス
間
の
無
料
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
も
運
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

ど
ち
ら
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お

い
て
も
、
今
年
度
か
ら
３
学
部

に
お
い
て
導
入
さ
れ
る

総
合
型
選
抜
説
明
会
を

新
た
に
実
施
い
た
し
ま

し
た
。

　

次
回
は
、
秋
の
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
、
９
月

28
日
（
日
）
に
春
・
夏
と

同
様
に
様
々
な
内
容
で
行

う
予
定
で
す
。
申
込
み
は

９
月
２
日
（
火
）
か
ら
始

ま
り
ま
す
。

オープニングイベントの様子（豊平）

春
・
夏
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

パネル展の様子（豊平）

工学部体験イベント・ショールーム（山鼻）

ミ
ニ
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

大学／保護者向け説明会の様子

　

本
学
硬
式
野
球
部
が
５
月
１
日
～

28
日
に
行
わ
れ
た
２
０
２
５
年
度

春
季
リ
ー
グ
戦
に
出
場
し
、
見
事
優

勝
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
６
月
９
日

～
15
日
に
行
わ
れ
た
第
74
回
全
日

本
大
学
野
球
選
手
権
大
会
（
明
治
神

宮
野
球
場
ほ
か
）へ
出
場
を
決
め
た
。

今
大
会
へ
の
出
場
は
４
年
ぶ
り
21

回
目
と
な
る
。

　

全
日
本
選
手
権
１
回
戦
は
、
上
武

大
（
関
甲
新
学
生
）
に
５
―
４
で
勝

利
し
た
。
続
く
２
回
戦
は
、
佛
教

大
（
京
滋
大
学
）
を
７
―
１
で
破
り
、

67
年
ぶ
り
の
１
大
会
２
勝
を
あ
げ

た
。
準
々
決
勝
は
、青
山
学
院
大（
東

都
）
に
惜
し
く
も
０
―
５
で
敗
れ
た

が
、
46
年
ぶ
り
の
ベ
ス
ト
８
入
り
を

果
た
し
た
。

▼
主
将 

杉
林
蒼
太
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト

　

全
国
大
会
で
は
た
く
さ
ん
の
応

援
や
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
全
日
本
選
手
権
で
は
全
国

の
高
い
レ
ベ
ル
を
肌
で
感
じ
、
自
分

た
ち
の
課
題
な
ど
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
同
時
に
、
通
用

し
た
部
分
も
あ
り
、
大
き
な
自
信
に

も
な
り
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
無
駄

に
せ
ず
、
課
題
と
真
剣
に
向
き
合

い
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
、
秋
季

リ
ー
グ
優
勝
、
全
国
大
会
で
も
勝
ち

切
れ
る
チ
ー
ム
に
な
る
よ
う
日
々

精
進
し
て
い
き
ま
す
。

硬
式
野
球
部

46
年
ぶ
り
全
国
８
強硬式野球部のメンバー

▽
５
月
30
日  

北
海
学
園
特
任

教
授 

栗
山
英
樹
氏

▽
５
月
30
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